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平成２４年第３回定例会 

             四 万 十 町 議 会 会 議 録 

             平成２４年９月２１日（金曜日） 

                             

             議  事  日  程（第４号） 

第 １ 議案第 ８９号 四万十町お試し滞在施設条例の一部を改正する条例について 

第 ２ 議案第 ９０号 平成２４年度四万十町一般会計補正予算（第２号） 

第 ３ 議案第 ９１号 平成２４年度四万十町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

第 ４ 議案第 ９２号 平成２４年度四万十町国民健康保険大正診療所特別会計補正予 

            算（第１号） 

第 ５ 議案第 ９３号 平成２４年度四万十町国民健康保険十和診療所特別会計補正予 

            算（第１号） 

第 ６ 議案第 ９４号 平成２４年度四万十町後期高齢者医療事業特別会計補正予算 

            （第１号） 

第 ７ 議案第 ９５号 平成２４年度四万十町介護保険事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

第 ８ 議案第 ９６号 平成２４年度四万十町簡易水道事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

第 ９ 議案第 ９７号 平成２４年度四万十町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予 

            算（第１号） 

第１０ 議案第 ９８号 平成２４年度四万十町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

第１１ 議案第 ９９号 平成２４年度四万十町水道事業会計補正予算（第１号） 

第１２ 認定第  １号 平成２３年度四万十町各会計歳入歳出決算の認定について 

第１３ 議案第１００号 平成２４年度四万十町本庁 西庁舎新築工事請負契約の締結に 

            ついて 

第１４ 議案第１０１号 平成２４年度四万十町本庁 東庁舎新築工事請負契約の締結に 

            ついて 

第１５ 議案第１０２号 平成２４年度四万十町本庁 西庁舎電気設備新築工事請負契約 

            の締結について 
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第１６ 議業第１０３号 平成２４年度四万十町本庁 東庁舎電気設備新築工事請負契約 

            の締結について 

第１７ 議案第１０４号 平成２４年度四万十町本庁 西庁舎機械設備新築工事請負契約 

            の締結について 

第１８ 議案第１０５号 平成２４年度四万十町本庁 東庁舎機械設備新築工事請負契約 

            の締結について 

第１９ 議案第１０６号 平成２４年度旧打井川小学校校舎耐震補強及び改修工事(建築 

            主体)請負契約の締結について 

第２０ 陳情第２４－１９号 町道認定陳情書 

第２１ 陳情第２４－２０号 町道認定陳情書 

第２２ 陳情第２４－２１号 要望書 

第２３ 陳情第２４－２２号 要望書 

第２４ 陳情第２４－２３号 要望書 

第２５ 陳情第２４－２４号 要望書 

第２６ 発委第  ９号 地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」 

            の構築を求める意見書 

第２７ 発委第 １０号「南海トラフ巨大地震対策特別措置法(仮称)」の制定を求め 

            る意見書 

第２８ 発委第 １１号 鳥獣被害防止対策の充実を求める意見書 

第２９ 発委第 １２号 議員派遣の件について 

第３０ 閉会中の継続審査・調査申し出について 

 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

日程第１から日程第３０まで 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             出  席  議  員（１９名）        

   ２番  槇 野   章 君         ３番  田 邊 哲 夫 君 

   ４番  岩 井 優之介 君         ５番  中 屋   康 君 

   ６番  津 野 吉 得 君         ７番  山 上 利 嗣 君 
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   ８番  緒 方 正 綱 君         ９番  橋 本   保 君 

  １０番  堀 本 伸 一 君        １１番  林   健 三 君 

  １２番  山 岡 義 正 君        １３番  吉 村 アツ子 君 

  １４番  下 元 真 之 君        １５番  下 元   昇 君 

  １６番  森   健 吉 君        １７番  酒 井 祥 成 君 

  １８番  竹 内 常 喜 君        １９番  岡 峯 久 雄 君 

  ２０番  宮 地 章 一 君 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             説 明 の た め 出 席 し た 者 

町     長  髙 瀬 満 伸 君    副 町 長  渡 部   睦 君 

政策監（医師確保）兼十和大正診療所事務長  左 脇   淳 君    会 計 管 理 者  林   正 憲 君

総務課長兼選挙管理委員会事務局長  樋 口   寛 君    企 画 課 長  森   武 士 君 

商工観光課長  宮 地 正 人 君    管財契約課長  仲   治 幸 君

税 務 課 長  敷 地 敬 介 君    農林水産課長  熊 谷 敏 郎 君

建 設 課 長  佐 竹 一 夫 君    環 境 課 長  山 脇 一 生 君

町 民 課 長  柴   久 幸 君    健康福祉課長  市 川 敏 英 君

上下水道課長  高 橋 一 夫 君    教 育 委 員 長  中 岡   保 君 

教  育  長  宮 﨑   勲 君    教育次長兼学校教育課長  岡   澄 子 君

生涯学習課長  野 村 和 弘 君    農業委員会会長  林   幸 一 君

農業委員会事務局長  永 尾 一 雄 君    代表監査委員  松 本 悟 志 君

総務課財政班長  大 元   学 君 

大正総合支所 

支所長兼地域振興課長  武 内 洋 介 君    産業建設課長  下 藤 広 美 君 

町民生活課長  山 川 明 彦 君 

十和総合支所  

支所長兼地域振興課長  岡 本 順 一 君    町民生活課長  杉 内 和 一 君 

産業建設課長  林   久須男 君 

            ～～～～～～～～～～～～～～～  

             事 務 局 職 員 出 席 者 

議会事務局長  田 辺   卓 君    次     長  武 田 枝 里 君 
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書     記  津 野 寛 子 君    臨時事務補助員  西 川 香 穂 君 

             ～～～～～～～～～～～～～～～        
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            午前１０時００分 開議 

○議長（宮地章一君） 改めまして、皆さんおはようございます。 

 ただいまより平成２４年第３回四万十町議会定例会第１０日目の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（宮地章一君） 日程第１ 議案第８９号四万十町お試し滞在施設条例の一部を改

正する条例についてを議題とします。  

 この議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑を

行います。  

 質疑はありませんか。 

 田邊哲夫君。 

○３番（田邊哲夫君） それでは、議案８９号の四万十町お試し滞在施設条例の一部を改

正する条例。具体的には大正地区にある中津川で、教育委員会の持ち物であった教員宿舎

を改造し、お試し滞在の住宅にするという内容ですが、昨年１２月にも十和地域では広井

の教員住宅を改修し、２００何十万じゃったかというふうに思ってますが、やった事業で

あって、昨年度の、今年度は大正地域でやる。窪川地域についてはクラインガルテンがあ

るので、それぞれ３地域でそういうお試し滞在施設をつくりたいという執行部の提案もあ

ったわけですので、その点は十分理解をしてます。 

 ただ、説明資料をいただきました。非常に建築年が昭和２９年。約５８年、５５、６年

でしょうか。半世紀以上前の建物ですので、資料の中では写真も添えられておりまして、

非常にわかりやすい説明資料にはなってるわけですが、ただ残念なのは、非常に外観とも

に古い状態の家であって、さて、この工事金額の中でこれは３、４００万じゃったかなと

思うがですが忘れました十分地震にも耐え得るような改修工事が行われたのかなというふ

うな疑問点と、どうもこのトイレも、写真もあるわけですが、これはどうもぽっちゃんト

イレではないかなというふうにも見てとれるわけですので、見てるだけで内容わかりませ

んが、広井地域のお試し滞在施設は浄化槽を設置をしたという経過もあるわけですが、そ

の点、どういう内容での事業実施されたのか、ご説明いただきたいというふうに思います。 

○議長（宮地章一君） 企画課長森武士君。 

○企画課長（森武士君） それでは３番議員のご質問にお答えをしたいと思います。 

 まず１点目が、今回のお試し滞在施設については地震に耐え得る改修工事になっている
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のか、２点目がトイレの内容ということです。 

 １点目ですけども、今回の建物につきましては、資料にありますように昭和２９年建築

です。新耐震基準、昭和５６年６月に建築基準法が改正をされているわけですけども、そ

れ以前の建物についてはこの新耐震基準は適用をされません。適用される場合は用途の変

更がある場合です。例えばお店にするとか、そういったときには改修工事であっても新耐

震基準が適用をされます。 

 そういうことがありますが、今回の工事については改修工事費４２１万３，０００円を

予定をしているところです。現在、改修工事のほうにも入っておりまして、１つには、筋

交いを３か所改修工事の中で入れるように業者のほうにも指示をしているところです。限

られた予算でありますので、できればほかにも家具等の転倒防止の備品、そういったもの

も予算の中で対応していきたいというふうに考えております。 

 それから２点目のトイレですけども、今回の中津川集会所につきましては簡易水洗トイ

レということにしております。先ほどもお答えしましたが、面積が広井が５０㎡、こちら

も約５０㎡です。同じ面積で老朽化が著しいということで、外壁の改修とかそういったと

ころにもお金が必要でありますので、最低限の利便性を確保するということで、簡易水洗

トイレでの施工を現在しているところであります。 

○議長（宮地章一君） 田邊哲夫君 

○３番（田邊哲夫君） 耐震の件については３か所筋交いも入れるということですので、

都会の方が来ても安心して３か月以内で居住できる、そういう安心感はあるのかなという

ふうに今答弁を聞いてわかりました。 

 もう一点はトイレですが、私どもも教育民生常任委員会の委員として学校訪問なんかで

も、ほとんど改修されたと思うわけですが、子どもでさえ、家庭がいわゆる今はやりの座

る便座になってます。当然簡易トイレですので、座る便座、便器であると思うわけですが、

怖いという思いの中で子供たちがなかなかトイレに入ってくれないという学校からの話も

あって、教育委員会もそれを受けて順次合併浄化槽に替えつつある、また簡易トイレかも

しれませんが、そういう形になってます。 

 ただ、私らも田舎の人間ですので、昔からぽっちゃんトイレという生活はなれてますが、

この目的は、都会から四万十町に一時的に滞在をしていただいて、やっぱりこの良さを知

ってもろうて町内に住んでもらいたい、快適な生活を送ってもらいたいというのが趣旨で

はないかなと私は思ってます。そういった中で、せめて都会の人に快適な居住環境を維持
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するためには、広井でやったような浄化槽を設置したほうが、便器は座るようになっても、

後の、今はシャワーつきですので、そこら辺考えたときにどうなのかなというふうに私が

思うわけですが、そういうお考えは、お金もかかるかもしれませんけれども、今後、今回

は予算計上してませんが、そういう、また入ったら、そういった人たちの声も聞いて、や

っぱり改善すべきをして、その場所に３か月以内、次々と入ってもらえるような、そうい

う施設にしたほうがよいのではないかなと、私の私見ですが、その点、お考えはどうでし

ょうか。 

○議長（宮地章一君） 企画課長森武士君。 

○企画課長（森武士君） お答えいたします。 

 トイレですけども、今回のお試し滞在については確かにご指摘のように、快適な住環境

の中で短期滞在であっても住まわれることに越したことはないと思います。 

 ただ、田舎のいいところ悪いところというところで、純然たる旧式の簡易水洗トイレで

はありますが、そういった昔ながらの田舎の不便さ、そういうこともこの一時滞在を通し

て経験もしていただく、そういうことも利用者側の選択肢の１つにもなろうかと思います。

広井のほうは一定快適な住環境、中津川については一世代前の住環境。そういった利用者

側の選択肢を持たす、そういう意味合いも今回考えているところです。 

 確かにこれから利用者の、実際利用をしてのお声なんかもこれから取りまとめもしてい

きたいと思いますので、そういった意見が出てきた場合には今後の課題ということで捉え

させていただきたいというふうに考えております。 

○議長（宮地章一君） 田邊哲夫君。 

○３番（田邊哲夫君） 今後そういった声も聞きながら考えてほしいということをお願い

したい。 

 先ほども言いましたように、議長、関連になるわけですが、広井の、もしあれだったら

とめてください、その滞在施設ができました。今年度どういう状況なのか、もしお構いな

ければお答えを、わかる範囲で結構ですし、また、その住まわれてる方の後のアンケート、

聞き取りというものがどうなっているのか、ちょっとお伺いして終わります。 

○議長（宮地章一君） 企画課長森武士君。 

○企画課長（森武士君） １点目の広井のお試し滞在の利用状況ですが、これまで３名利

用をいただいております。４月２８日から７月下旬まで３か月間がお１人、そらから夏休

み期間、７月２８から８月２７日がお１人、９月１５日から今月末まで１人ということで
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す。この後も予約が入っておりまして、外国の方含めて３名程度が予約待ちという状況に

なっております。 

 それからもう一点。 

（３番田邊哲夫君「アンケート、その調査」と呼ぶ） 

 はい。利用者のアンケートですが、ちょっと今の時点ではこの３名の方にとっておりま

せんので、この後、アンケートについては必ずとるようにしていきたいと思います。 

（３番田邊哲夫君「はい、ありがとうございました。以上で

す。」と呼ぶ） 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。  

 これより議案第８９号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第８９号四万十町お試し滞在施設条例の一部を改正する条例についてを採

決します。 

 この表決は起立により行います。 

 議案第８９号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、議案第８９号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～  

○議長（宮地章一君） 日程第２ 議案９０号平成２４年度四万十町一般会計補正予算

(第２号)についてを議題とします。 

 この議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

 森健吉君。 
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○１６番（森健吉君） ただ１点だけお聞きをしてみたいと思います。 

 まずページ数の５ページにありますアンテナショップの件について、もとい、補正予算

資料の中で、今年７月２８日に華々しくオープンをされたわけであります。そういった中

で、この資料を見る中で、現在大変順調な動きを見せているということでございます。 

 この取組についてはさらなる進展と発展のために、四万十町の全域の生産者の組織を中

心とした育成指導をして、一層の出品される品物の向上に努めるということでございます。

本町においては大変恵まれた高南台地でありまして、ほかの町村に負けない環境にもある

わけでございます。そういった中で、今後ますますこのアンテナショップの拡大を図る意

味において、何かやはり目玉商品を開発していかなならないというように思っております。

その点、担当課長、どういう、今後元気で取り組むアンテナショップの中心となる商品の

開発について、お考えがあると思うんですが、その点についてお聞きをしてみたいと思い

ます。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） アンテナショップ、オープンいたしまして順調に推移し

ているところでございます。 

 やはり店にお越しいただくお客さんは、四万十町の豊かな食材を求めていらっしゃるわ

けでございますが、今でも四万十町にはたくさんの食材があるというふうに思ってるとこ

ろでございます。これからは新米をはじめ、野菜などが店頭に出るわけでございますが、

やはり議員さんおっしゃいますように、加工品と申しましょうか、目玉商品なるものも必

要であるというふうに考えております。そういったことで、現在加工所の建設に向けて、

地域活性化プロジェクト事業ということで取り組みもしているところでございます。そこ

の事業の中で協議会を立ち上げて、どのようなものを確保したらよいのかというようなこ

とも考えているところでございます。 

 また、あぐり窪川には集出荷の施設、それから加工施設も備えておりますので、そこで

生産者グループなどが新たな商品を開発して、アンテナショップを通じて試験販売などを

行っていただいて、それがヒット商品につながっていけたらいいなというふうにも思って

おります。今後、目玉となるような商品の開発に向けても取り組んでいきたいというふう

に思っております。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 森健吉君。 
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○１６番（森健吉君） 非常に熱意のこもった取組を今から行っていくということでござ

いますけれども、さて、非常に、オープンして５０日わずか余りですけれども、ここの店

長さんが一身上の都合だと思うんですけれど、代わられたということで、非常に我々とし

てもその点についても心配をしているところでございます。後任にはあぐり窪川のほうか

ら出ているということも伺っておりますけれども、その点、やはり店長はじめ、しっかり

と内々が取り組んでいくことが今後の発展にもつながろうかというふうに思っております。

その点しっかりと、担当課長のほうも大変だろうと思うんですけれども、一生懸命取り組

んでいただきたい、このように思っております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 議員さんおっしゃいますように、店長が事情によりちょ

っと代わっておるということもございまして、それが状態でございます。 

 この取組を行うに当たりましては、拠点ビジネス事業の協議会というものをつくってや

っているわけですが、その中で担当者会なるものを設けて、定期的に話し合いを持ってお

ります。関係機関、そして生産者の皆さん入って、どうしたらいいのかということで話し

合いを持っております。その中でも販売員、店長が早く決まってほしいということで出て

おります。販売とか管理につきましてはあぐり窪川を中心にやっていくということでお願

いをしているところですが、今のところあぐり窪川の職員をもってやっているのが現状で

ございます。 

 議員さんおっしゃいますように、これから積極的な展開を図らなければいけませんので、

先ほど申し上げました担当者会、そして協議会、その中で十分話し合いを持ちながら進め

ていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

 中屋康君。 

○５番（中屋康君） 私のほうから１点質問をいたしたいです。 

 資料で見ていただきましょうか。２ページです。２ページに掲載の、事業名が地域福祉

計画策定支援業務委託事業ということであります。先般ではるるここ、一般質問でも地域

福祉に関する質問等々が熱心にされております。今回補正で地域福祉計画策定支援委託料

ということで一式と、３１９万２，０００円ということで予算が出ておりますが、かっこ
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書きでこの委託料というので、研究員手当、あるいは調査研究費、資料作成、管理費、印

刷作成費ということで箇条書きがしてあるんですが、もう少し、この研究員手当、どんな

ものなのか、あるいは調査研究費というのはどういう形で調査研究をして、これは単年度、

２４年度中に策定をして完成を急ぐということですので、もう少し丁寧な説明が欲しいの

で、補足説明をお願いしたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 健康福祉課長市川敏英君。 

○健康福祉課長（市川敏英君） 今回の地域福祉計画につきましては、この内容の説明と

いうことになりますが、内容については一応見積書をとってまして、その内容に基づいて

研究員の手当、それから調査研究費等々が出ておるわけです。その内容ですが、手当です

が、地域特性関連施設等の現状を把握するような内容の調査をしてもらう必要があります。

地域福祉関連の施設調査シートの分析の分をそれからつくっていかないけません。そして、

関係団体とのワークショップ、それから計画の骨子案、それから素案の策定等々で研究員

の手当というふうな内容で見積もりのほうが上ってきております。 

 それから調査研究費でございますけれども、これは、調査研究費としては、現地を訪問

しまして、そこに行くについての交通費等々がこの中に入っているということでございま

す。それらを網羅した形で資料の作成ということになりますので、その費用がかかってい

ると。 

 管理費というのは、その手当と研究費作成等々に対して、１０％ぐらいの管理費をとっ

ておるというような内容でございます。 

 それから、印刷。これは、できたものを作成するということでございますので、ひとつ

ご理解願いたいと思います。 

 この計画につきましては国のほうからも定められておりまして、根拠的には社会福祉法

の中にうたっておりまして、１０７条の中で地域の福祉計画を立てないかんというような

ことがあって、今回立てるものであります。 

○議長（宮地章一君） 中屋康君。 

○５番（中屋康君） 概略わかりました。国の社会福祉計画の流れの中で策定をするとい

うことで、急ぎ作成ということです。 

 もう一点だけ。その研究員手当で見積書を当初つくっているということですが、ある一

定では、じゃ、一律国の流れとして、全国的にこういう形でつくっていきなさいという１

つのガイドラインがあっての作成方法であるのかということと、あと、１年間、単年度で
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やるいうことですので、現場つぶさに見ていくということで、この１年で十分そういう意

味で調査ができる見通しのスケジュールであるのかどうか。ちょっとそのあたりだけ確認

させてもらいたいと思いますが。 

○議長（宮地章一君） 健康福祉課長市川敏英君。 

○健康福祉課長（市川敏英君） 市町村が立てなくてはいけない福祉計画でありますが、

１点には地域における福祉サービスの適切な利用推進に関する事項と、それから地域にお

ける社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項、地域福祉に関する活動への住

民の参加促進に関する事項。これはちょっと言葉だけではわかりにくいとこもありますけ

れども、国の定めの中で、そういうものを立てなさいということでうたわれております。

町としましても、地域のさまざまな団体・個人が連携して互いに支え合い、助け合う仕組

みを整えまして、地域の課題の発見や、その解決に取り組むための施策にしたいと、その

ようには考えております。 

○議長（宮地章一君） 中屋康君。 

○５番（中屋康君） わかりました。わかりましたと言うか、もう一点お尋ねした部分の、

単年度、１年間で調査研究、それで作成まで行くわけですけども、町内地域のそういう施

設等々の訪問をしながらつくっていくということで、スケジュール十分なのか。 

 それともう一点、併せてでき上がり。でき上がったものについてはどういう形で利活用

する、配布して活用していくかというところ、最後に聞いておきたいと思うんです。 

○議長（宮地章一君） 健康福祉課長市川敏英君。 

○健康福祉課長（市川敏英君） お答えします。 

 スケジュールでございますけれども、本来ならば年度内いっぱい使えば一番いいという

感じではありますけれども、今回、社会福祉協議会とかいろいろなところでいろいろな計

画立てております。そういうのも十分に活用ができるということも含めまして、そういう

ことを含めた形で計画をしますよという内容でありますで、この３００何がしのお金が基

本的にはもっと高く設定されておりましたけれども、そういうところを、利用できるとこ

はなるべく利用しながら経費を節約しながらやっていくという形にしてますので、経費的

にも抑えられましたし、スケジュール的にも３月いっぱいまでにはできるというふうに考

えております。 

 活用につきましてはやはりそれが基本になってきますので、それに基づいたということ

で、今後実施計画的なところも含めて考えていかないかんじゃないかというふうに考えま
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す。 

それをやはり皆さんに理解してもらわないきません。地域とともに整えていかないきませ

んので、その冊子を皆さんの目に触れれるような形をどのようにするかということは考え

てみたい。ケーブルもありますし、ただ聞いただけではなかなか難しいものがあって、そ

の資料たるものを各戸々に配るのかどうかというのは、ちょっと今のところ検討中でござ

います。 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

 酒井祥成君。 

○１７番（酒井祥成君） すみません。関連で伺います。 

 私非常に、今の事業の中で、これは委託ですね。以前に私は十和のときに、いわゆる振

興計画も含めて、できるだけ行政のほうでやったらいかがですかという話を出しました。

以前は、十和のほうでは行政のほうでやったことがございます。特にこういう福祉関係に

ついては、本来ですとやはり行政がしっかりとそこら辺をやるべきではないかなと、僕は

いつもそう思っております。 

 ですから、今、県知事においても「現場を見なさい」と、職員に非常にそういうことを

言っておりますけれども、やはりこれ、全部委託で業者がつくったことを、行政がそれを

執行していくということですので、やはり本来ですと行政が考えて、その地域地域のいろ

んな問題を行政の中でやはり把握して、そしてそれを生かしていくというのが本来のあり

方ではないかなというふうに、これは時間がないので、来年の３月までということですが、

本来そうあるべきことではないかなということで、私は非常にこれは残念に思いますが。

私は市川課長が新たになったもんで、新しい風を吹かすかなという期待を持っておりまし

た。本来ですとこういうことは、今後において、ぜひ、研究員の手当とかそういうがじゃ

なしに、包括支援センターを含めた地域のいろんな課題を行政の中で検討して、それをや

はり行政の中に生かしていくというやり方をぜひやっていただきたいというふうに思うが

ですが、いかがですか。 

○議長（宮地章一君） 健康福祉課長市川敏英君。 

○健康福祉課長（市川敏英君） 議員おっしゃられるとおりだと思いまして、今回も本来

は職員でやろうというふうな形でおりました。 

 したがって、当初予算にも上げずに頑張っていこうしておりましたけれども、何分にも

僕も行って初めてわかった内容は、多忙であります。この多忙の中に、それをきちっと精
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査させてやるというのは大変難しいだろうと。いろんなことでの苦情の選択も含めて、今

回経費を上げらしていただきました。 

 担当も内容的にはかなり把握してまして、内輪の中でも実際的にはプロジェクトチーム

をつくって、自分たちが何を言いたいのかということを、まずそこを核にして章立て、言

うたらメニュー、目次、そういうものを立てて、その中にやはりきちっと入れてもらえる

仕組み。それを、社協のほうにもかなりデータもあったりしますので、それをしっかりと

理解した上でやっていく。その足らんものは入ってもらわないけませんので、先ほども言

いましたけれども、ワークショップも必要だろういうような内容で行きたいです。 

 それで本当にコンサルさんというのは、悪口言うわけではありませんけれども、結構金

太郎あめみたいな形で、どこでもあるがの四万十町版という形が来る可能性があります。

四万十町らしさをどこまで出せるかというのはちょっとわかりませんけれども、精いっぱ

い福祉に関する考え方を精査した上で、その業者とも協議していきたいと考えてはおりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

 岩井優之介君。 

○４番（岩井優之介君） ２点ほどお伺いします。 

 １つは予算資料の中の９ページ、鳥獣被害緊急対策事業というのがありますけど、今回

６１９万円ですか、一般財源から組んでおります。これは当然今まで申請があって、その

申請に基づいて補正を組んだというふうに理解しておりますけんど、一応ここに４集落、

檻の場合は４集落、それから進入防止柵は１３集落とありますので、そのように推定して

おりますけれども、そのように理解してよろしいでしょうか。 

 それと、予算書の３０ページの節の１３委託料で、測量設計委託料、興津地区と榊山共

同墓地の用地測量委託料というのがあるんですけども、ちょっと不勉強ですけど、こうい

う事業といいますか、いうのは今回初めてでしょうか。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 資料９ページの鳥獣被害緊急対策事業のお尋ねにお答え

したいと思います。 

 今回の補正は、議員さんおっしゃいますように、捕獲檻の、４集落に設置する分と防止

柵１３集落、延長１万８，３７２ｍを設置すべく計上したものでございます。 
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 なお、この事業につきましては県の事業でございますが、県の補助金につきましては特

別交付税で措置されるという制度になっておりますので、一般財源のみの計上となってお

りますが、制度では特別交付税での措置ということになっております。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 環境課長山脇一生君。 

○環境課長（山脇一生君） お答えいたします。 

 共同墓地の測量委託料についてでございます。 

 今回こういった事業につきましては初めてございます。と言いますのは、町の名義、四

万十町の名義になっている墓地がございます。墓地条例のほうに管理すべき墓地としてう

たわれております。 

 その中で、墓地につきましては自然発生的に増えていく場合がございます。今回の場合

は榊山と興津の向山になるところでございますが、やはり近接の地主との境、こういった

ものが非常に不明確になっております。国土調査につきましても、今後１０年間で計画も

ございませんし、このまま放置しておきますと、個人の土地のほうへ墓地ができる可能性

があると。 

 榊山の墓地につきましては、環境課のほうが管理をしております。墓地として届け出が

出てきましたら、そこは町のほうも現場を見た上で許可もしていきますが、土地の境が不

明確ということがございまして、新たな許可も境界線付近では出さないという状況がござ

います。 

 また、興津地区におきましては、２２年度であったと思いますが、近接の地主から、町

の墓地が私の土地に食い込んできているというような実例もございまして、やはり境界を

はっきりさせる必要がございます。 

 ちょっと関連になりますが、墓地条例上、町が、環境課がすべて管理をするということ

になっておりますが、実体的には地区での管理する墓地というのがほとんどでございます。

現在の墓地条例では委託をすることもできないという状況もございますので、墓地条例の

改正も考えているところです。その前段として、境界を確定させて委託ができるような条

例整備もしていきたいというふうに考えているところです。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 岩井優之介君。 

○４番（岩井優之介君） 鳥獣被害緊急対策事業ですけど、前、お聞きしたことがありま
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すけんど、この檻については一定の条件があって、３戸以上の農家というか、関係者が共

同で申請するというふうなことをお聞きしたんですけども。 

 私がずっと以前に町内回りゆうときに、山奥の一軒屋の人が「自分でやりゆう」と。そ

れで「何とかそういう補助みたいなのがとれんろうかね」という相談を受けたことがある

んですけれども、その場合に「周辺の人と共同でやれば可能だ」というふうに多分課長は

おっしゃったと思うんですけども、人間関係その他いろいろあるでしょうか、あくまでも

その人は自分でやったと。けんど、まだまだやりたいので、何とか補助がないろうかねと

いうことで、町長が今、生活道に対する一軒屋対策やってるんですけども、そういうふう

なことなんかも、どう言いますか、参考にしながら、そういう１軒でもそういう補助がで

きる方法が今後とれないものか、ちょっと検討していただきたいなと思っております。 

 それから墓地についてですけど、確かに自分も大体榊山の実態がおぼろげながらわかり

ますけんど、榊山という１つの墓地のエリアがあって、そこを過去ずっと皆がそれぞれ自

由に、どう言いますか、つくってきた過程があるんですけども、その中で途中でもう亡く

なられ、どう言いますか、管理する人がいなくなったり都会へ出ていったりして、あるい

はまた他人に譲ったり、てんでに勝手にやったりして、ほとんどこう入り乱れちゅう部分

がありまして、最近、環境課でもこれじゃいかんということで、共同墓地図と言いますか、

そういうのを整理をしている過程だとお聞きしちょったんですけども。必要な事業だと思

いますけども、その測量の内容は、そういう現在使われゆう人の土地もきちっと位置図的

なものにするのかどうか、その点ちょっとお聞きしたい。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 鳥獣害対策のお尋ねがございました。 

 資料のほう、８ページの下のほうにも鳥獣害対策の関係で、シカ被害特別対策事業とい

うのを計上させていただいております。 

 このシカ被害対策と申しますのが、これ、シカの被害に対するまさに事業でございまし

て、９ページの鳥獣被害緊急対策は、これはイノシシにかかわる対策でございます。両方

当初予算では足りなかったので、今回の計上という形になっております。シカ被害対策に

つきましては、町単での計上という形になっております。制度が違う関係上、これは県の

補助金がきちっとあって、残り一般財源でありますが、県の補助事業はとりにくいかもし

れませんので、今回は一般財源で計上させていただいております。 

 と申しますように、当初予算で見込んでおった数量よりもはるかに多い頭数が捕獲され
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る。そして、金網柵につきましても延長が伸びていくという状態でありますので、県のほ

うの採択要件がやはり議員さんおっしゃいますように３戸以上ということになっておりま

す。１戸という対策もとりたいわけでございますが、予算の関係もございまして、現在は

県の要綱に基づいて３戸以上という形でやらせていただいているところでございます。 

 １戸、２戸の場合は、また何らかの補助でやれるいろいろなケースもあろうかと思いま

すので、ご相談を受けながら対応をしているところでございます。１戸の場合でも何かの

方法があろうかと思いますんで、その節は担当のほうに申し出ていただいて、できる限り

の対応をしたいというふうには思っております。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 環境課長山脇一生君。 

○環境課長（山脇一生君） 墓地の調査委託についてお答えいたします。 

 それぞれの墓地につきましては、隣接境界の確定をいたします。それと榊山につきまし

ては、当然中に道路がありまして、道路に沿って墓地がどのようにこう配置されているか

と、こういったことで調査をするようにしております。 

 平成１９年度に、墓地の調査したものがないということで、一定シルバー人材センター

に委託をしまして調査をした資料があるのが現状です。ただ、その資料は豆腐を切ったよ

うな形の図面になっておりまして、非常に現地へ行っても確認がしづらいと。それと、そ

の配置そのものが、右隣にあるものが上にあったり、非常にわかっていないと。現在はそ

れをもとにして、現場へ行って許可を出すなり、それから改装の手続をするなり手続をし

ているところですが、非常に事務にも労力を要するという状況もございますし、この際、

道をきちんと入れて、その道に沿った形で、誰が見てもわかる状況にしまして、成果品と

して作成をしたいというふうに考えてます。 

○議長（宮地章一君） 岩井優之介君。 

○４番（岩井優之介君） 鳥獣被害緊急対策については、当事者についてはそのように伝

えたいと思います。 

 共同墓地については大体わかりました。 

 ただ、なかなか難しいと思いますけれども、その地図を見て、現地行けばここが空いち

ゅうとかいうふうに、どう言いますか、希望者が案内なしで見て回れるようなものが最終

的にできたらいいなと思っておりますけど、その点どうでしょうか。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 
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○農林水産課長（熊谷敏郎君） 繰り返しの答弁になろうと思いますが、現在は県の要綱

に基づいて３戸以上の方を対象にさせていただいております。１戸、２戸の方は、１戸、

２戸やったら当然採択にならんわけですが、その他の地域との連携と、近所との連携とい

うこともありますので、そういったことで可能であるかどうかという判断もさせていただ

きますが、現在の制度では３戸以上やないとできんというのはご理解をいただきたいとこ

でございますが、相談等は受けるようにしたいと思いますので、その点、よろしくお願い

します。 

 

○議長（宮地章一君） 環境課長山脇一生君。 

○環境課長（山脇一生君） 議員おっしゃるような形のものをつくっていきたいというふ

うに考えております。 

（４番岩井優之介君「はい。よろしくお願いします。」と呼

ぶ） 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

 岡峯久雄君。 

○１９番（岡峰久雄君） ９月補正予算資料の１ページの下段、四万十町高知自動車道開

通記念イベント事業についてお伺いをします。 

 開通も間近になっておりますけれども、補正内容の下のイベントについてはわかります

けれども、その上の高速道開通記念広告等作成委託料３１０万の内容についてお伺いをし

たいと思います。こういった自動車道が開通した場合は、例えば新聞とかマスコミ含め、

取り上げていただくのが通常かと思っておりますけれども、あえて３１０万の予算を組む

内訳。例えば新聞広告に幾らとか、ＣＭに幾らとか。それぞれ予算の内容と、それと委託

先をお伺いをしたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 企画課長森武士君。 

○企画課長（森武士君） お答えをしたいと思います。 

 １３節の高速道路開通記念広告等作成委託料ですけども、内訳としましてはテレビコマ

ーシャルが１００万円。まだ委託契約のほうは当然結んでないわけですが、現段階ではＲ

ＫＣさんとか、それからＫＵＴＶ、できれば愛媛の関係がありますので、eat愛媛朝日テ

レビ、こちらのほうにスポット的にですが、高速道路の開通等についてのお知らせをして

いきたいというふうに考えております。それから高知新聞の広告料ということになります。
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こちらは２１０万ということで、開通前日に見開き３面すべてを四万十町のＰＲというこ

とで、高知新聞のほうとは詰めをしていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 岡峯久雄君。 

○１９番（岡峯久雄君） はい、わかりました。 

 この予算資料の１１ページにも高速道開通四万十町ＰＲ事業というのがあります。これ

は所管の課も違うわけですけれども、これは開通前とか開通後で、今質疑をした分と１１

ページの関連性ですね。何かちょっとわかりにくいので、どういった部分で所管も変えて、

振り分けをして予算を組むのかというのを。１つには観光スポットの広告料というのが両

方にもあります。ただ、その辺ちょっとわかりにくいので、説明をお願いしたいと思いま

す。 

○議長（宮地章一君） 企画課長森武士君。 

○企画課長（森武士君） 今回の高速道路開通イベントについては、予算資料１８ページ

のほう、ご覧いただきたいと思います。開通までの主要なイベント等については企画課が

全体的な調整を行っております。下段の開通後の取組については全庁的な取組、あるいは

広域的な取組もあるということで、商工観光課さんと分担をしているところです。下段の

開通後の取組ということで、議員ご指摘の１１ページの四万十町ＰＲ事業というふうに振

り分けをしているところであります。 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

 下元昇君。 

○１５番（下元昇君） それでは予算資料で３点ほどお伺いをします。 

 まず第１点目は、５ページの道の駅あぐり窪川に急速の充電器を設置しようという事業

でございます。 

 この事業内容は、土木工事でありますとか、これ、急速の充電器ですので、高圧から引

き込むということだと思うんですけれども、これで実際に設置が終わってから、お客様で

ありますドライバーの方々に対して有料で売電するのか、あるいはところによっては道の

駅、無料でサービスとして提供しているところもあるんですけれども、有料か無料かその

点と、そして、あぐり窪川の、前々から指摘しておりますけれども、駐車スペースが非常

に狭いということで、この場所はちょっと東側のところも考えられますけれども、この場

所についてはどこを、道の駅の中のどこに充電所を構えようとしているのか。それと場所
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の広さです。これがどれくらいあるのか。 

 と言いますのは、将来的に、どこの道の駅でも、既に徳島とか県外では、道の駅中心に

高速充電器がぼつぼつできておりますけれども。だから、この１回の工事において、例え

ば、今回は恐らく日産自動車からの無料提供としてのいわゆる設置事業なんですけれども、

多分１基だと思うんですよね。だから１基だとスペースはある一定、駐車スペース含めて

狭くていいと思うんですけれども、こういったいわゆる高圧ケーブル引き込んでの事業で

すので、ケーブルさえ引いておけば、あと追加で何台も高速充電器の設置も可能かなとい

うことで、いわゆる広さの問題が絡んできますので、場所と、それから広さをちょっとお

聞きしたいと思います。それと、まずそれが１点目。 

 それから２点目が７ページ、８ページにまたがっておりますけれども、木質バイオマス

の関連でお伺いをします。 

 下段の四万十うなぎさんが新たに工場をつくることに絡んで、木質バイオマスのボイラ

ーを導入しようとする予算ですけれども、ここでお伺いしたいのは、この資料を見ますと、

おが粉のボイラーと。おがくず、まあおが粉。 

 それと、これは次の８ページの、ここは従来のＪＡしまんとが興津地区に以前から木質

ボイラーを導入しておりますけれども、新たに６台の木質バイオマスのボイラーを設置し

ようという予算ですけれども、こちらのほうは従来から木質のペレットであります。だか

らペレットボイラーは興津地区でやり、今度新たな養鰻場のほうはおが粉のボイラーをと

いうことで計画を聞いております。 

 そして皆さんも既にご承知と思いますけれども、４月１日に合併した四万十町森林組合。

ここも将来的にはおがくずの、これはいわゆるおが粉のパウダー、パウダーにしたボイラ

ー、いわゆるこれも木質ボイラーなんですけれども、この事業もやっていきたいというこ

とをご承知だと思うんですけれども。 

 そこでまず１点目お伺いしたいんですけれども、この養鰻場のおが粉ですよね。これ、

かなり量が要ると思うんですけれども、やはりボイラーの、恐らく私、現状の養鰻場何回

か行って、あそこは今現在は木質でなくって、プラスチックのいわゆるペレットのボイラ

ーを使ってますけれども、かなり大きいボイラーです。だから同じように、このボイラー

も恐らく１ｔか２ｔぐらいのボイラーだと思うんですけれども、かなりの量がおが粉も要

ると思いますけれども、このおが粉は現在町内の製材業者さんはもうほとんど少なくなっ

て、やっぱりひく量が少ないんでね。以前から比べると量が少ないということ聞いてます
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けども、このおが粉をどこから四万十うなぎさんは調達をする計画なのか。その点につい

てもわかっておればお伺いをしたいと思います。 

 それと、次の８ページの上段のＪＡ四万十のほうの６台の、いわゆるこれ、ペレットボ

イラーだと思うんですけれども。当然ながら、また最近石油製品等が大幅な値上がりが続

いておりますので、現在、これからはやはり重油よりも、こちらのほうに切り替えていっ

ても採算がとれるかなと思うんですけれども、ＪＡ四万十としてはまだまだたくさん興津

でハウスある中で、方向性としてはこのペレットボイラーをどんどん今後も導入しようと

いう、そういった方向性が固まっているのかどうか。そこあたり、わかっていればお伺い

をしたいと思います。それが２点目の木質バイオマスの関連です。 

 それから最後３点目が、資料の１３ページの興津の向山への避難路の整備事業。 

 ここでお伺いしたいんですけれども、この予算書、資料を見ますと、平成２４年度に２

億７，０００万ほど予算を計上して、さまざまな整備しようということですけれども、こ

こで資料が、これ、２２ページですね。２２ページの下に向山避難路の整備事業の内訳が

書かれております。合計が約２億７，０００万なんですけれども。 

 そこでこの１３ページのほうを見ますと、一番下のいわゆる全体計画の中に、看板等も

含めたいわゆる誘導灯、避難誘導灯の整備も含まれておりますけれども、これ、興津中学

校の裏からこの向山の頂上、中腹あたりまでかなり距離が長いんで、場所によっては田ん

ぼの中をずっと通って避難路に入って避難場所に行くということで、３方向から向山に、

どこからでも上っていけるような形とっていると思うんですけれども。だからこの避難場

所に行くまでにかなり距離が長いんで、例えばこの田んぼの中にも、ひょっとしたら夜間

ですと誘導灯のような設置も必要ではないかなというふうに思って質問をしますけれども、

この避難誘導灯は予算も入っておりません。何基設置するのかはこれからだと思うんです

けれども、もし、どのくらいの避難誘導灯をいつごろから、道ができればすぐつくると思

うんですけれども、来年度予算に入っておりませんので、そこあたりをお伺いをいたした

いと思います。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） まず最初に、予算資料の５ページの上段の道の駅あぐり

窪川急速充電器設置事業についてのお尋ねにお答えしたいと思います。 

 まず、これ、設置した場合、有料にするか無料にするかということでございますが、既

にもう設置しているところのところをちょっと当たってみますと、そういうお金を取るか
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どうかというシステムはまだ確立されてないということで、自由に選べるわけでございま

す。設置しますと何十分かかかるわけでありますので、その間に施設を利用していただく

ということのメリットでカバーしている施設が今のところ多いようでございます。 

 本町の設置の分につきましてもまずはそういう形で、無料という形で進めるのがベスト

ではないかと思ってます。今後増えてまいりますと、当然無料というわけにはいきません

ので、有料という形になりますが、まずはそういうメリットのところを考えて、そういう

有料かどうかということを決めたいと思ってます。 

 それから場所でございますが、場所につきましては国道側のフリーマーケット近くを予

定してます。面積は、駐車のスペースを２台分ぐらい必要というふうに聞いてます。駐車

場は減るわけでございますが、高知市と、それから四万十市あたりにあるだけで、道の駅

にあるのは梼原町にあるだけということで、高知市とか四万十市にあるものは車のディー

ラー、ディーラー言うたらいかんね、取扱店、お店屋さんに設置しているわけであります

ので、道の駅としては、本町は交通の要所でありますので、ぜひそこで、２台分は痛いわ

けでありますが、設置したいというふうに考えてます。 

 それから、バイオマスボイラーのお尋ねが２点ございました。資料のほうは７ページの

下段、木質資源利用促進事業。これは養鰻場の整備分でございますが、このおが粉の仕入

れ先でございます。これは、この事業行うに当たりましては、その仕入れ先と四万十うな

ぎがおが粉の取引の協定を結ぶという形をとっております。その間、５年間の協定を結ん

で行うということになってます。仕入れ先は、県内の企業が供給をするということです。

ちなみに年間の使用料が７０５ｔ必要というふうに伺っております。 

 それからもう一点、８ページのＪＡのボイラーの関係の、これ、ペレットボイラーでご

ざいます。過去にも導入を図っておりまして、今回入れますと合計で２４台のボイラーの

導入という形になります。ペレットも、県内のホワイトペレットを活用するわけでありま

すが、農協のほうはやはりこういうペレットのボイラーのほうを進めていくというふうに

思っております。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 総務課長樋口寛君。 

○総務課長（樋口寛君） 資料の１３ページ、興津（向山）地区の津波避難路等整備事業

についてお答えを申し上げます。 

 全体計画のところですけれども、すみませんけれども、ここの事業費については向山の
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避難路、それから避難広場の整備のみの事業費を計上させていただいておりまして、その

関連、全体的な今後の津波避難施設の整備予定ということで、今後の詳細な津波想定等に

よる見直しが必要な部分が出てくるという予想のもとに項目として上げさせていただいて

いるところでございます。 

 ご指摘の避難誘導灯でございますけれども、議員さんおっしゃられましたように、確か

に農道等に整備をする必要があるというふうに思っております。現在、避難広場が完成し

ております小室地区、それから浦分地区については補助事業等で一定の避難誘導灯も整備

されておるわけですけれども、主に郷分地区がまだ未整備のところが多いところでござい

まして、郷分地区の住宅地、あるいはその農道等も含めて、地元の要望としては８０基余

りの誘導灯の要望が上っております。その中でもう一度計画の見直しもかけ、確定をして、

実際に実施する基数の計画を年度内にはつくっていきたいというふうには思っておりまし

て、それが確定次第、設置のほうも２４年度、２５年度に実施をしていきたいというふう

に考えております。 

○議長（宮地章一君） 下元昇君。 

○１５番（下元昇君） 興津の避難誘導道整備についてはわかりました。ありがとうござ

いました。 

 まず１点目の道の駅の充電器の設置なんですけれども、これ、いっとき高知新聞に連載

で出てました。どこまで行けるかなと。高知市から出て高松まで確か行った事例が出てお

って、やはり出る前に、今ナビとか情報を見て、急速の充電器がどこにあるかを確認して、

それに近いところで高速使って、おりて上ってという方向で大体今行ってるということで、

当然のことです。 

 だからこれから先、なぜ私は、１台だけでなくて、それからこういった、せっかく４３

０万かけていわゆる土木と電気の工事やるんですから、近い将来、恐らくこういった道の

駅のネットワーク事業なんかに全部載ると思うんですよ。例えば、あぐり窪川は急速の充

電器が例えば何台とか、それから梼原は１台とか。いわゆる５６号線沿いの窪川の道の駅

はやはり通行量も多いんで、やはり将来的なことを考えると、今回は日産自動車からいわ

ゆる寄贈ですけども、やはり自前の充電器も将来的には予算化して、少なくても３台ぐら

いは欲しいかなと。やはり急速と言っても、これ、やっぱり２０分程度かかりますんでね。

だからちょうどトイレ行って、軽く何か外で食べて出るのにちょうどいい時間なんですよ

ね。だからそれが１台だと、ほかへ行く可能性があるんですよね。だから、やはり１台で
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なくて、やはり競争原理が働きますんで、あぐりへ行ったら何台あるいうのもわかって来

ますからね、台数の多いところへ必ず寄ると思うんですよ。そうすると道の駅のやはり販

売にもつながるかなということを感じます。だから、そこらあたりをやっぱり勘案して、

工事する場合、先ほど聞いた、やっぱり駐車スペースの問題も、聞いたとこはそこらあた

りなんですけれども、だから将来的には３台くらいは欲しいかなと思います。 

 それともう一点、これも何かで読んだんですけれども、この急速充電を構えるのに、自

前で太陽光を設置して、それでその電気で、ためて、それを売電してもうかるという、い

わゆる商売に使いゆうような感覚でやってるところがあります。補助金使って太陽光入れ

て発電して、それを無償でなく有料で売電すると。そういった事業所もありますんで、だ

から無料にするのか有料にするのか、課長、ちょっとまだ確定的にないということを言っ

てましたけれども、だからそこあたり、将来的にはやはり太陽光なんかでもやっぱりやっ

て、そういったことも計画の中に入れていただけることができれば、やはり考えていただ

きたいなということも感じて質問させていただきました。 

 それから２点目のいわゆる木質バイオマス。 

 これ、先ほど言いましたけれども、四万十町森林組合も、私も同行して去年ちょっと見

学に行ったんですけれども、おが粉パウダーという、まあ言うたら先進の、課長もちょう

ど一緒でしたけれども、いわゆるおが粉と全く違う、パウダー状のああいう事業を和歌山

県森連中心にもうやってますんでね。 

 だから言いたいのは、おが粉なのか、おが粉のパウダーで将来的にやるのか、あるいは

既に２４台になったペレットでやるのか、そこらあたりの方向性ですよね。木質バイオマ

スでやるという方向性は決まってますけれども、そういった、じゃ将来的に四万十町とし

ては、現在、今回の養鰻のほうも県内のほかの事業所からおがくずを買うと。そういった、

いわゆるお金が町外に逃げますので、森林組合なんかは自前のいわゆるおがくずのパウダ

ーまでつくるのをつくって、地産地消をしようという計画だと思うんですけれども。だか

らそこらあたり、将来的にやはり木質バイオマスでやるとすればペレットにするのか。こ

れも銘建工業から買ってます。県外です。それから今言った養鰻はおが粉で、これも県内

ですけども町外です。だから森林組合がやりたいというおが粉パウダーにするのか。だか

らそこらあたり、やはり木質バイオマスをやっていく中で、バイオマスタウン構想にきち

っと、将来的な木質バイオマスを何でやるのかというのをやはり政策決定して、方向性を

持っていっていただきたいと思うんですけれども、その辺についてお伺いをしたいと思い
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ます。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） まず最初に、道の駅あぐり窪川に急速充電器を設置する

点でございますが、１か所だけの今回は計上になっておりますが、何か所か、何か所とい

うか何基か置いて利用しやすいようにという形ですが。 

 実はこの無料で充電器をいただくということで、「１台でなくて２台欲しい」と本町の

場合は言うたわけです。と言いますのは、道の駅あぐり窪川に１台、それから十和の道の

駅に１台ということで、四万十市のほうへ行ってもらわんように、あぐり窪川で入れる、

入れると言うか充電する。そして十和のほうにもあるということであれば、当然流れはあ

っちのほうへ行くという算段で２台を要望したんですが、１台しかちょっといただけない

ということでありますので、今回はまずはあぐり窪川のほうに設置をしようと思ってます。

今後はさらに２基、３基ということも考えられますが、やはり私は十和のほうにまずは置

いて、流れをそちらのほうへ導いていくというほうが得策ではないかというふうに考えて

いるところでございます。将来当然普及もしてまいりますので、台数を増やしていくのは

本当のことでありますので、考えなければなりせんが、まずはそういう選択を、あるかな

というふうに考えてます。 

 それから太陽光などを利用して有料でやっているケース。ちょっと私勉強不足で、そこ

も知っておりませんので、またそういうことも勉強して、可能であるかどうかいうことも

ちょっと検討してまいりたいと思ってます。 

 それから木質バイオマスのボイラーの導入の件で、バイオマスの取組と連動しているの

かというお尋ねであったと思います。 

 確かに四万十町では現在バイオマスタウン構想をつくっておりまして、それに基づく協

議会を立ち上げております。その中で木質だけではなく、四万十町全体におけるバイオマ

スの取組、検討しているわけでありますが、それと別に議員さんおっしゃいますように、

森林組合主導で四万十町森林資源木質バイオマスエネルギー利用促進協議会という、ちょ

っと長いですが、そういう木質系に絞った協議会を立ち上げているところでございます。

この中で、木質系について進めていこうと。その中に、先ほど言いましたバイオマスタウ

ン構想の中で、ある協議会の事務局としてまず入っているわけで、連携をとっているつも

りでございます。 

 そこで、木質系の協議会の中で話し合われておりますのが、先ほど議員さんおっしゃい
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ましたおが粉パウダーというシステムでございます。これはどういうものかと申しますと、

おがくずをさらにすりつぶしてパウダー、粉々、本粉にして、それをガス化してから燃料

にするという高度な技術でございます。 

 木質系を考えるに、もとは丸太でありますので、まずはチップにして、それを砕いてお

がくずにして、それを固めてペレットにする、もしくはおが粉にするというような方向が

いろいろと考えられるわけでありますが、一番大切になるのは施設をつくる経費よりもラ

ンニングコスト。つまりその施設を運営していく、回していく経費が重要になろうと思い

ます。山からただで持ってきてくれる人はおりませんので、その買い入れ価格と、それか

ら燃料にしたならば、その燃料を売ったときのバランスがとれているかどうか。そういう

ことが重要になろうと思いますので、今そういう森林組合の協議会の中で、「ランニング

コストを計算するように」ということで私のほうから申し上げまして、そういう単価計算

もしながら進めていくということで、現在何にするのかというのはまだ決まってはおりま

せんが、まずはチップとか、それからおが粉とか、それからチップを固めたウィードロッ

ク、ウッドロック言いましょうか、木質れんが、そのようなことも案に上っておりますの

で、ランニングコスト等見きわめながら、方向性を定めていきたいと思います。ペレット

も当然その中の１つに入ってこようと思いますが、しっかりバイオマスタウン構想の動き

とは連動しているつもりでございます。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 下元昇君。 

○１５番（下元昇君） 課長ね、道の駅の関係なんですけども、今回はいわゆるメーカー

さんからの無料の寄贈なんですけれども、先ほど言ったように、２つくれんか言うたら、

そうはいかんと、１個だけやったということなんですけれども。 

 そこでやはり四万十町として、先ほど課長言われたように、十和のほうへもし来ていた

だくんであれば、窪川にあり、大正にあり、十和にあると。もう町内ずっと向こうへ行き

ますがね。近いうちに黒潮町に、まもなく道の駅ができますんで、それが大方にもできて

ます。が、ありません。恐らく今度は黒潮町の道の駅はこれ、やるかもわかりません。こ

れ、初めから入ってるかもわかりませんので。だから交通量の多いほうへ基本的には行き

ますので、だから町内のいわゆる四万十川沿いにお客さんに来ていただくには、やはり３

つの道の駅に、やはりメーカーさんだけに頼らず、大事なことですんで、これ、かなり補

助金も国あると思うんで、だからそこあたりもある一定、町内に、四万十川沿いに入って
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いただけるように、これ、やっぱり観光のほうとも連動しますんでね。だから、電気自動

車、普及遅いんですけれども、プラグインのハイブリッドがこれからどんどん増えますん

でね。だからそれを見越したやっぱり誘導の方法いうのも、こういったことを利用すると、

やっぱり四万十町行ったら窪川・大正・十和どこでもガス欠にならんで、ガス欠言いませ

んわね、電気切れにならんよという政策ですよね。だから、こういったことも頭に入れて

いただきたいということです。それが１点目、最後の質問です。方向性を、もしよければ

町長のお考えもお聞かせ願いたいと思います。 

 それから木質バイオマス。これで大体わかりました。だからやはりそういった協議会の

中で、町として本当にいわゆる地産地消ですのでね、やっぱりよそに頼るんじゃなくて。

利用方法の１つとして、県森連が持ってる六反地の井上製材の隣にある、知ってると思う

んですけれども、木材の皮か何かをチップにする機械がありますよね。あれはもともと四

国電力の坂出の火力発電所に持っていく皮をいわゆるくずにすると言いますか、おがくず

状にする施設があるんですけど、はっきり言ってあんまり使ってません。これも県の補助

金使ってかなりの金額で入れてますけれども、稼働率が非常に悪いです。だから、そうい

った施設も実際にあるんですよね。皮をいわゆるおがくずに。ほとんどもうおがくずと一

緒です、あれは。だからそれをやって、あとはパウダーにするだけの施設整備すれば、お

が粉のパウダーできますんでね。だからそういったもんも、既存の施設等も使えるかどう

かも検討していただきたいということ。 

 それから１点だけこの資料でわからんのが、ボイラー６台の下に熱交換器ナチュラルエ

コ一式、これ１台でしょうか。６台にこれくらい要るがでしょうかね。ちょっと熱交換器

というところがちょっとわからないんで。例えばノズルだけを部品的に替えるのかなとい

うことも考えたんですけども、この熱交換器について、一式というのはどういったことか

について最後にお伺いをします。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 急速充電器の件でございますけれども、議員さんおっしゃられる

とおり、私は、町内の３つの道の駅があって、その連携ということを考えれば、それぞれ

の道の駅にこの充電器を置くのがベストであろうというふうに思っております。最終的に

はそうしたいという思いもあります。 

 それと、この急速充電器については、高松のほうで全国市町村長サミットがございまし

て、ちょうど私、緑の分権改革の分科会に出てました。そしてその緑の分権改革の発表の
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中で、鳥取県の三朝町が町内に５か所の急速充電器を設置をしておると。いや、急速じゃ

なしに普通の、低速と言いますか、です。それを太陽光のパネルをやってするということ

ですが、７時間から８時間充電するのにかかるということでして、非常にコストは安う済

むけれども、利用が非常に難しいいう話も聞いたところでございます。「急速充電器にそ

の太陽光パネルはどうでしょうね」いう話を聞きましたら、「ちょっと難しいですね」い

うメーカーからの回答もあったということでございます。理想的には３つの道の駅に急速

充電器をやって、太陽光パネルでその電気を賄うということにすれば、環境に優しいまち

づくりということで四万十町を大いにＰＲできますので、そこらあたりの道もぜひ探って

みたいというふうにも思っております。 

 それと、この急速充電器については、今度、国土交通省四国整備局と各県との代表とい

うことで、私、高知県の代表でちょっと意見を述べることになっておりますが、その際に

ぜひ国の、国交省の事業で、ＣＯ₂ の削減という意味も含めて、ぜひこれに取り組んでも

らいたいという要望はやっていきたいなと思っているところでございます。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 私のほうからは、ナチュラルエコにお答えしたいと思い

ます。 

 実は私もこれ、あんまりわかりませんので、担当に調べちょけということで書いてもら

ってますので、そのとおり読まさせてもらいます。 

 今回導入するボイラーはすべて温水式ということです。ハウス内に設置されたエロフィ

ン管と呼ばれる放熱ファンのついた金属パイプの中を循環させてハウス内を温めるらしい

です。ナチュラルエコ３７１は、エアコンの室外機のようなものをハウス内に設置して、

その機械の中に温水を流して、ファンを回すことにより温風をつくり出し、ハウス内を温

めるというふうに担当書いてますので、室外機のようなものをハウス内に設置するのがナ

チュラルエコというものでございます。 

（１５番下元昇君「わかりました」と呼ぶ） 

 申し訳ございません。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

（「休憩」と呼ぶ者あり） 

 １２時までやりたいんですが。休憩しますか。 



- 29 - 

 この補正予算だけ済ませたいと思ってましたが、どうもまだ長いようですので。 

 暫時休憩します。  

            午前１１時２３分 休憩 

            午前１１時３６分 再開 

○議長（宮地章一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 質疑はございませんか。 

 田邊哲夫君。 

○３番（田邊哲夫君） それでは、午前中時間もわずかとなりましたので、簡潔に質問を

してみたいと思ってます。 

 まず歳入ですが、町税が今回９５２万余りの減額補正となってます。この状態で行くと、

２２年度決算並の数字になるわけですが、２３年度は１６億余りの決算額が出てまして、

大変厳しい状況が今の補正の中でかいま見られる状況ですが、何ゆえに２３年、２４年度

こういう形で差が起きてきたのかという点でお伺いをしてみたいというふうに思ってます。 

 それと説明資料でもいただきました。その中で、最後のページのほうになるわけですが、

１７ページです。普通交付税が決定をされました。その額が６６億４，０００万という数

字でございまして、今回補正で計上されてます金額は、特交も入ってるわけでありますが、

その中で、去年度が６．４、５億じゃったと思うわけですが、今回の補正の中で見ると、

特交が約１．３億円という状況の中で、今後どういうふうに推移をしていくのかという点

と、併せて、当然町税が減っていくということになると交付税が増えてくるというのは計

算式では成り立っていくわけでありますが、それにしても２３年度決算と比べて今年度が、

普通交付税が前年度よりも多額になっているという原因は何なのかわかりませんので、お

答えをいただきたいというふうに思ってます。 

 それと、予算書の７ページで、それぞれの地方債の補正が計上されてます。その中でも

合併特例債事業が１２億１，６００万から１４億９，６００万。およそ２．８億円増とな

る予算計上ですが、合併当初９０億余りの特例債事業が、可能額ですが、そういった中で

たびたび指摘をしてきましたけれども、合併時はその半額程度、いわゆる４５億程度で合

併後事業債を活用しようという３町村の話し合いが持たれて、その合意に至ったわけです

が、今回この補正計上を含めて、どれぐらいの額、特例債を活用されてきたのか。今後ど

れくらい特例債事業を見込もうとしているのか。 

 一方では、この補正予算見ても、過疎債は４，８００万今回の補正で減額をしようとし
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ている。そこの絡みが私には、特例債事業は増やそうとする。同じ補助率というか、ある

ので、どっち側を使うてもいいのではないかなという単純な発想ですが、そのさびわけが

私にはわかりません。特例債は増額する、一方では過疎債は減額するという仕組みが私に

はわかりませんので、その点をお答えください。 

 それと、資料から入っていきますが、まず予算資料の４ページ、四万十町地球温暖化対

策設備設置費補助事業、いわゆる太陽光発電やシステムや太陽光温水器エコキュートに対

して町が補助しようという制度が昨年度から始まりました。大変今回も補正が組まれて大

変うれしいと私は思ってますが、町民の中では、業者さんが最近、設置業者ですが、頻繁

に各設置業者が回った中で、「ああ、そんな事業があるのかよ」という形で町民がわかる

ことが多いようです。当然町は、「それなりの広報を通じて宣伝もしている」という言い

方をするだろうと思いますけれども、今後もう少し町民が、せっかくこういう補助事業を

導入しようとしてますので、昨年度から、もう少し広報の仕方工夫してほしいなという点

と、昨年度から始まったこの事業が５年間の限定の補助事業です。国もこういう、一昨日

か、一応エネルギーの政策を発表いたしました。そういった中で、今後２７年度過ぎたと

きにはもう打ち切るよという町の考えなのかどうなのか、お伺いをしてみたいと思います。 

 それと、資料の７ページです。大正地域にあります北ノ川の山元貯木場で今回５，３０

０万をかけて舗装工事をしようという予算ですが、あの土地は確か四万十町の土地ではな

かったかなというふうに、私の認識が違ってるかもしれません。そうであるならば、なぜ

補助事業として町の土地に舗装をするのかなと。そこら辺がちょっと理解に苦しみますの

で、その点、間違ってれば指摘をしてほしいし、理由を述べてほしいと思います。 

 それとページ１１ページになりますが、自然体験型観光事業の中で、補正は３９６万で

すが、マリンスポーツという形で進めてきていることは私も承知で、予算も計上されてき

ました。そういった中で今回、ふるさと雇用再生特別基金事業から産業振興推進ふるさと

雇用事業を活用しての事業を進めようということですが、このマリンスポーツがこれほど

というか、雇用が今回も２名という補正の内容の、雇用するための予算計上ということで

すが、現実どうなのかということも含めてお答え願えればありがたいなというふうに思っ

てます。 

 以上になると思いますが、よろしくお願いします。 

○議長（宮地章一君） 税務課長敷地敬介君。 

○税務課長（敷地敬介君） それでは２４年度の町民税と固定資産税、今回補正を上げて
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おりますこの補正額について説明をいたしたいと思います。 

 今回の補正におきましては、２４年度課税が終わりまして、個人町民税につきましては

１，８００万の減額、固定資産税につきましては８４９万１，０００円の増額ということ

で補正を上げております。ただ当初予算の額を見ていただければわかるんですが、議員お

っしゃられましたように、２３年度の課税額と比べますと大きく落ち込んでおります。 

 当初予算を編成する段階で、２４年度の税収につきましては、個人町民税、２３年度と

比べまして、通常ならば２４年度からは年少扶養控除がなくなったということで、その分

増額、四万十町では約３，５００万円増額するんじゃないかと見込んで当初予算を組んで

おりました。 

 ただ所得がどう変動するかということで、所得につきましては農業所得以外で約９８％

前年比較。農業所得については落ち込む可能性があるということで、９割で当初予算見込

んでおりました。 

 ただ実際課税になった時点で見てみますと、課税額で課税標準額、税率をかける前の額

になるんですが、それで農業所得、見込みよりかなり落ち込んでおりまして、約２億４，

０００万。この落ち込みが大きな町民税の減になっております。それと営業所得。これは

過去５年ぐらいほとんど変わりなかったんですが、この営業所得が今年度は１億ぐらい落

ち込んでおります。その影響がありまして、当初見込みでもかなりの減額になるとは見込

んでたんですが、個人町民税については結果として１，８００万ぐらい減額という補正に

なった状況です。 

 続きまして固定資産税ですが、固定資産税につきましては２４年度が３年に一度の評価

替えということで、皆さんご存じのように土地は毎年下落しております。そういうところ

で、固定資産税につきましてもその減額を見込んでおりました。２３年度と比較して約５，

０００万の減額になるんじゃないかということで当初予算、固定資産税は組んだんですが、

その減額が逆に見込み過ぎということで、そこまでは落ち込まなかったということで、８

００万の増額という状況です。 

 議員おっしゃられたように、この最終的な今見込みの税額でありますが、２２年度、こ

の時点と同じぐらいに今なっております。２３年度は総額１６億という決算あったんです

が、過去何年かを見通しますと、税収につきましては２３年度が良かったという状況です。

多分最終的には２２年度下回るんじゃないかということで、今のところ税務課では見てお

ります。 
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 また、今回補正には上げておりませんが、法人町民税。これ、２２年度は約６，７００

万程度で、かなり落ち込んでおりましたが、２３年度は１億を超える法人税でした。ただ

今年がその２２年度と同じような感じで今のところ推移しておりますので、法人町民税の

ほうもかなり減額になるんじゃないかと見ておりまして、これにつきましては１２月の時

点で見込みが立てばまた補正を出す予定ですので、よろしくお願いいたします。 

（３番田邊哲夫君「はい、わかりました」と呼ぶ） 

○議長（宮地章一君） 財政班長大元学君。 

○総務課財政班長（大元学君） 私のほうから交付税についてご説明させていただきます。 

 まず交付税の今年の増の理由ですけれども、平成２２年度に国勢調査が行われました。

これによりまして、人口が１，８００人減って、平成２３年度の算定におきまして約２億

円ぐらい、この人口によって影響して減額となっております。２２年度から２３年度に向

けて２億円ぐらい減っていたいうことになっております。トータルをいたしまして、平成

２２年度から２３年度にかけて４億２，７００万余りの減額となっております。これは平

成２２年度が特に国の財政危機の関係で増額があった関係で、２２年度から２３年度にか

けての減額がかなり大きかったという状況になっております。 

 今回、平成２４年度の算定結果でございますが、大きな理由といたしましては、今回の、

２４年度の算定から林業従事者、こういった国勢調査の林業従事者とか、あるいは世帯数、

こういったものが今回の算定から反映をされるようになりました。これによりまして、特

に林業従事者で、前回の調査では１５０人でしたけれども、これが今回２００人増えまし

て３５０人になったと。林業の単価のほうがかなり大きいですので、この林野水産行政経

費で１億４，０００万ぐらい増額になっております。こういったところから、昨年に比べ

ますと増額になっているということになっております。 

 今後ですけれども、税等の推移もありますけれども、特に大きく目立って減額になると

いうことは心配をしておりませんけれども、ただ、合併後１１年目から一本算定に切り替

わります。今回資料におつけしているところにも、一本算定との差額というのをつけさせ

ていただいておりますけれども、この差額が今年度１１．４億円なっております。これが

年々差が開いておりますので、これがどういった状況になってくるのか、そういったとこ

ろも今後注意していかなければならないと思いますし、１１年目からこれをどんどん、こ

の額に減っていきますので、それに向けた対応をしていかなければならないというふうに

考えております。 
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 以上です。 

（３番田邊哲夫君「明快な答えです」と呼ぶ） 

○議長（宮地章一君） 総務課長樋口寛君。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（樋口寛君） 私のほうからは合併特例債の発行額

等についてお答え申し上げたいと思います。 

 ２３年度の決算までに発行された合併特例債の総額ですけれども、２４億１，１００万

円が合併特例債の発行額となっております。 

 今後の発行見込み額ですけれども、本庁舎の建設事業でありますとか汚泥再生処理施設

等々の大型の整備ありまして、６９億円程度になるのではないかというふうに見込んでお

ります。 

 確かに議員さんおっしゃられるとおり、合併協議会の作成しました四万十町まちづくり

計画の財政計画では、発行可能額の半分程度ということで財政の計画を立てておったとこ

ろですけれども、議員さんからもその後、合併特例債の発行見込み額については何回か質

問をいただいたところでございますけれども、昨年の９月であったと思いますけれども、

その見込み額については、学校施設の耐震改修などといった防災関係の事業が新たに入っ

てきましたので、その時点で「６２億円ぐらいになるんではないか」というふうに答弁を

申し上げたところです。 

 ただ今回補正で提案をさせていただいております防災関連事業。大きいものでは興津の

向山の津波避難路の整備事業なんですけれども、これは緊急防災・減債事業債を充当する

予定でおりましたけれども、その枠が全国的に不足しておるということで県とも協議をい

たしまして、合併特例債のほうに振り替えを行ったところでございます。その影響が２４

年、２５年度で７億円程度出てくる見込みでありまして、結果的に６２億プラス７億とい

うことで、６９億ぐらいには達するのではないかというふうに考えております。 

 それと過疎債と合併特例債、同じ財源措置であるが、どのようにさび分けしておるかと

いう点でございますけれども、確かにどちらの起債についても充当率が９５％で、元利償

還額の７０％が交付税算入ということで同じでありますけれども、１つには枠というもの

もあります。過疎債は全国的な枠、それから県の枠というのもありますけれども、今回は

特に、先ほど申しました緊急防災・減債事業債を、それを振り替えるに当たりましては非

常に有利なものとなっておりまして、基本的には１００％財源措置をしていただけると。

言いますのは、緊急防災事業債と同等の財源措置ということになりますので、７０％の交
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付税のほかに、３０％は県の補助金もありますし、充当率９５％、緊急防災・減債事業債

につきましては１００％ですので、その充当率の５％の差も県からの補助金がいただける

ということになっておりまして、ほぼ１００％が財源措置がされるということですので、

その合併特例債のほうが有利であるという判断のもとに実施をしておるところでございま

す。 

（３番田邊哲夫君「わかった」と呼ぶ） 

○議長（宮地章一君） 環境課長山脇一生君。 

○環境課長（山脇一生君） 太陽光、温暖化対策施設の補助金の関係の広報が足りないん

ではないかというご質問でございましたが、環境課といたしましては広報やケーブルテレ

ビを通じまして、年に数回啓発をさせていただいております。ただ、業者のほうがチラシ

を制作するなり臨戸訪問するなりで、非常に積極的に活動をされておりますので、業者か

らの情報、あるいは口コミ等によりまして、広報不足のように思われておりますが、環境

課としましては十分しているというふうには考えているとこです。 

 それから５年間で打ち切るのかというご質問がございました。当初過疎債の特別枠を利

用しまして補助事業化したということがございまして、当面の計画としましては５年間で、

過疎債の特別枠を利用した事業という認識で今のところおります。以後につきましては、

現段階では言えるところではございません。 

○議長（宮地章一君） 農林水産課長熊谷敏郎君。 

○農林水産課長（熊谷敏郎君） 私のほうから資料７ページの上段、木材加工流通施設整

備事業、山元貯木場の舗装の件についてお答えを申し上げます。 

 結論から申し上げますと町の土地でありまして、事業主体が森林組合でございますので、

町から森林組合に貸し付けを行って、森林組合が整備をするという形でございます。 

 もう少し説明加えさせていただきますと、あの施設は平成１６年度に最初舗装を行って

おりまして、そして平成２３年度に新たに舗装も行いまして、現在舗装している面積が１．

２ｈａございます。それで舗装してない部分もありまして、水路とかありますので、約１．

５ｈａを森林組合のほうに貸し付けを行っているところでございます。それが奥側と申し

ましょうか、事務所があるほうの部分でございます。そして、手前側、沖側と申しましょ

うか、そちらのほうも一部０．５ｈａくらい貸し付けを行っておりまして、合計で現在２

ヘクタールを貸し付けているところでございます。今回この舗装するところもその０．５

ｈａに入っておりますので、当然ながらその部分を貸し付けを行って、森林組合に整備を
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していただき、そこを有効的に活用するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） １１ページのマリンスポーツのダイビング事業で２名の

雇用が実現可能かというご質問でございました。 

 この事業につきましては本年の９月までふるさと雇用再生特別基金事業これは１００％

事業ですで実施されてきましたけれども、事業終了後、１０月より県の産業振興推進ふる

さと事業で事業を実施したいということです。 

 この事業につきましては県が、ふるさと事業で今まで頑張ってきた事業者に対して、も

う少してこ入れをしたら何とか事業ができるかもわからないという形で最長３年間、１年

目は事業所が６分の１、２年目が６分の２、最後は２分の１を見なければなりませんけれ

ども、その間に力をつけてくださいよということで取り組む事業でございます。 

 ですからこの事業につきましても、事業主である観光協会のほうでも理事会を開いてい

ただきまして、この雇用が大丈夫かということも検討した上で、ダイビングの近くにあり

ます興津の旅行村との連携強化もしながら、観光協会も、独立していくための核となる収

益事業としてぜひ取り組んでいきたいということでございますし、本町といたしましても

マリンスポーツ、山・川・海の海の部分の事業を推進していきたい、見守っていきたいと

いうことで今回事業提案させていただいたものですので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（宮地章一君） 田邊哲夫君。 

○３番（田邊哲夫君） 私、最後にしますが、財政を聞いたのは町長、ご承知のように国

も、あなたが町長になってからたまたま交付税を地方に配分されたと。小泉内閣のときに

は合併せざったら町村がつぶれるとまで騒がれました。幸いそういった国の動向もあって、

たまたま財政的には四万十町はおかげさまでもっているわけですが、ここにも、資料にあ

るように、一本算定になるとこれだけの減額になるということは町長も承知のとおりです

ので、特例債も可能額は９０億ですけれども、さまざま総務課長から答弁あったように、

予想外の学校の施設の耐震・防災等の事業に使われてることは承知してます。十分そこら

も勘案しながら、今後、あと残された、合併算定になるのはあと５年ですか、４年ですか、

わかりませんがもう少しです。そこら辺に向けて十分財政の中身を精査をしてほしいとい

うふうに思ってます。 

 それと町長、当然私は環境課長に答弁を求めたわけでありませんが、課長が答弁して
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「私には答えられません」いうて答弁をしました。当然今後の太陽光の、もろもろのエコ

事業については町長がどうするのかという決断をすべきだと私は思ってましたので、町長

に聞いたつもりですが、どうでしょうか。５年間でやめるつもりなのか、今後国のそうい

った施策も含めて、四万十町は環境に優しいまちづくりだという視点で続けていくおつも

りなのかだけ聞いて終わります。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） まず財政については平成２８年から非常に厳しくなってくるとい

うことは重々承知をいたしておりまして、現在もその困難な時期に向けての心構え、準備

等も行っているところでございます。町といたしましても健全財政を維持しながら、新し

いまちづくりに向けても施策を打っていくということで、財政に配慮しながら進めてまい

ります。 

 それと、太陽光発電でございますが、平成２３年度から始まりまして、平成２７年度ま

での５か年間、過疎債のソフト枠の基金を活用して、それを財源として行ってきたところ

でございます。 

 平成２８年度以降をどうするかということでございますが、向こう４年後のことですの

で、なかなか私がやりますとかいうことは申し上げるわけにはいきませんが、私とすれば

ぜひ続けていってみたいなという思いはございます。 

 今この毎年組んでいる予算で、町内の一般住宅の電気料に対する供給率が年に２％ぐら

いずつ太陽光で上っているということですが、最低でも１０％ぐらいは目指したいという

思いもございます。 

 国のほうも原子力エネルギーにかわる自然エネの、これからいろいろ施策が出てくるで

ありましょうし、この太陽光についてももっと手厚い補助が出る見込みだろうというふう

にも思っております。ただ、町とすればちょうど平成２８年、この今議論になっておりま

す年から財政も厳しくなってまいりますので、そこらあたり等、国のそういった新しい施

策を見ながらやっていくふうになろうとは思いますが、自分個人としては２８年度からも

ぜひ続けていって、この太陽光の発電によって賄える家庭の供給量、それは少しでも上げ

ていくことが四万十町の１つ使命ではないかなという思いもするところでございます。 

（３番田邊哲夫君「はい、議長、ありがとうございました」と

呼ぶ） 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 
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            〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（宮地章一君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。  

 これより議案第９０号について討論を行います。  

 討論はありませんか。  

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。  

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９０号平成２４年度四万十町一般会計補正予算（第２号）についてを採

決します。  

 議案第９０号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。  

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、議案第９０号は原案のとおり可決

されました。  

 暫時休憩をします。 

            午後０時０５分 休憩 

            午後１時０１分 再開 

○議長（宮地章一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（宮地章一君） 日程第３ 議案第９１号平成２４年度四万十町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第１号）についてを議題とします。 

 この議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

 田邊哲夫君。 

○３番（田邊哲夫君） １点だけ国保会計、特別会計、お伺いしてみたいと思いますが、 

ページで言えば決算書の７０と７１ページです。 

 その中で、前期高齢者交付金が今回１億８００万余りの減額に伴って、７１ページで、

それの埋め合わせとして基金の繰り入れを１億５００万余り計上しているんだと思います

が、前期高齢者交付金の１億８００万、この９月補正で減額になった理由についてお答え

をいただければありがたいというふうに思います。よろしくお願いします。 
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○議長（宮地章一君） 町民課長柴久幸君。 

○町民課長（柴久幸君） 減額になった理由についてお答えいたします。 

 この前期高齢者交付金制度というのは、６５歳から７４歳の方を対象とした医療保険、

社会保険と国民健康保険の相互扶助の関係の制度でございますが、今回減額の理由としま

して、１つは２年前、前々年度の確定額が約７，６００万円減額になったこと、そして、

予算より概算額が６億５，０００万円と示されたこと。この２つによりまして、７０ペー

ジの計にあります確定額は５億７，２７１万２，０００円になりました。 

 そういうことで、本年度、２４年度の概算額と２年前の精算額を足しました合計と当初

予算との差額が、１億８００万円程度に減額にしなければならなくなり、その歳入といた

しまして、今回１億基金を取り崩しております。基金の取り崩し額は合計で２億２，２４

０万３，０００円となりまして、現在の残高は１億円程度となっております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 田邊哲夫君。 

○３番（田邊哲夫君） 答弁いただきました。 

 今の答弁では、いわゆる今は２４年度ですので、２２年度の結果が今反映されて、これ

だけの減額補正計上になったということだろうと思いますけれども、じゃ、ある面では国

保会計は２年前の確定額が定まらんと非常に不安定な要素のある予算だと、見方によって

は。そういう意味で、当初予算は非常にある面ではシビアに計上しなければ、たまたまう

ちの場合は基金があって、その分をぽっと繰り入れることはできるわけですが、非常に財

政上不安定な予算になるという見方になろうかと思いますけども、そういった意味では余

りにも大きな当初の計画が狂ったという見方になろうかと思いますけれども、そういった

意味では毎年度こういうことではなかったと思いますけども、特に今年度の補正が、６億

８，０００万のうち１億といえば約１５％あたりの減額ということになりますので、非常

に大変な予算かなというふうに思うわけですが、今後にわたってはやっぱりそういう点を

留意しながら、９月補正で減額がないような予算、組み方というものを留意をしてほしい

ということしか私は言えませんが、それなりの努力はしてると思いますが、なお一層注意

をして、９月補正でこういうの減額にならんような形の計上してほしいなということを申

し添えて終わります。はい、いいです。 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（宮地章一君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより議案第９１号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９１号平成２４年度四万十町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）についてを採決します。 

 議案第９１号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、議案第９１号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（宮地章一君） 日程第４ 議案第９２号平成２４年度四万十町国民健康保険大正

診療所特別会計補正予算（第１号）について、日程第５ 議案第９３号平成２４年度四万

十町国民健康保険十和診療所特別会計補正予算（第１号）について、以上議案第９２号か

ら議案第９３号までの２議案を一括議題とします。 

 この２議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

 田邊哲夫君。 

○３番（田邊哲夫君） 議案第９３号国民健康保険十和診療所の補正予算について１点だ

け質問をしてみたいと思いますが、ページは１０３ページです。 

 一般管理費の中で今回１，９００万の減額補正がなされて、そのうち給与関係がその主

な内容ですが、この時期に職員の減ということはどういうことなのか。やめるのか配置転

換したのかしか考えようがありませんが、提案説明でなかったと思いますので、その理由

について答弁をいただきたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 政策監左脇淳君。 

○政策監（医師確保）兼十和大正診療所事務長（左脇淳君） 私のほうから十和診療所の
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職員手当等の減額につきましてお答えをさせていただきます。 

 今回の補正につきましては、４月１日の人事異動による職員の異動でございます。具体

的に申しますと、予算書の１０８ページ、ごらんいただきたいと思います。 

 職員数ということで上げておりますが、事務長が兼務になりまして、十和診療所１名減

となっております。それから医療職、看護師が６名のところ５名ということで、１名減に

なっております。その理由といたしましては、本年４月より十和診療所が土日閉鎖をして

おりまして、看護師が大正のほうに１名異動になっております。そうした関係で減額にな

っております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 田邊哲夫君。 

○３番（田邊哲夫君） 答弁は明快であったと思うわけですが。 

 ただ、４月の人事異動に伴ってということになれば、基本的には６月での計上が難しか

ったから今回になったということしか考えようがないわけですが。ふだんは６月の補正、

定例会か、定例ですね。補正かどっちか、補正ですが、その中での計上というのはあり得

なかったということながでしょうか。あなたと向き合う、町長に向き合わないかんです

が。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 総務課長樋口寛君。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（樋口寛君） お答えを申し上げたいと思います。 

 物理的には６月の補正も可能でありますけれども、例年９月なり１２月なりでその分に

ついても整理をして、時間外勤務手当の関係ですとか、育児休業でありますとか、そうい

ったものが一定見込まれる時期を見て、９月補正なりで整理をさせていただいておるとこ

ろでございます。 

（３番田邊哲夫君「そうでしたか。はい、わかりました」と呼

ぶ） 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより議案第９２号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 
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            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９２号平成２４年度四万十町国民健康保険大正診療所特別会計補正予算

（第１号）についてを採決します。 

 議案第９２号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、議案第９２号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第９３号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９３号平成２４年度四万十町国民健康保険十和診療所特別会計補正予算

（第１号）についてを採決します。 

 議案第９３号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、議案第９３号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（宮地章一君） 日程第６ 議案第９４号平成２４年度四万十町後期高齢者医療事

業特別会計補正予算（第１号）について、日程第７ 議案第９５号平成２４年度四万十町

介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について、以上議案第９４号から議案第９５号

までの２議案を一括議題とします。 

 この２議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 質疑なしと認めます。 
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 これで質疑を終わります。 

 これより議案第９４号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９４号平成２４年度四万十町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

１号）についてを採決します。 

 議案第９４号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、議案第９４号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第９５号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９５号平成２４年度四万十町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

についてを採決します。 

 議案第９５号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、議案第９５号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（宮地章一君） 日程第８ 議案第９６号平成２４年度四万十町簡易水道事業特別

会計補正予算（第１号）について、日程第９ 議案第９７号平成２４年度四万十町住宅新

築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）について、日程第１０ 議案第９８号平成

２４年度四万十町下水道事業特別会計補正予算（第１号）について、日程第１１ 議案第

９９号平成２４年度四万十町水道事業会計補正予算（第１号）について、以上議案第９６

号から議案第９９号までの４議案を一括議題とします。 
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 この４議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

 田邊哲夫君。 

○３番（田邊哲夫君） 議案第９６号の簡水についてお伺いをしてみたいと思いますが。 

 まず地方債の補正が計上されてます。簡易水道事業債を７５０万増額し、過疎対策事業

債を４，７６０万減額をし、そういった中で一般会計から８，０９０万の繰り入れをして

の補正であるわけですが、わからないのは、本来特別事業会計ですので、例えば簡易水道

事業債や過疎対策事業債を使って事業をおこして、本来一般会計からできるだけ繰り入れ

を減そうというのが基本的な考えではないかなと私は考えるわけですが、今回の補正はそ

ういった町債を減額し、一般会計から８，０９０万計上をするというこの仕組みといいま

すか、理由についてご説明いただきたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 上下水道課長高橋一夫君。 

○上下水道課長（高橋一夫君） 起債の借り入れと一般会計の繰り入れの関係でございま

す。これは十和簡易水道の借り入れに関することが主な変更の内容でございます。 

 東日本大震災を受けまして、全国防災という考え方で、東日本大震災を教訓として、全

国的に緊急に実施する必要がある、速効性のある防災・減災のための施策ということが提

案されてございまして、十和簡易水道についてはこの全国防災というのが該当になりまし

た。それになりまして、補助金等の率は変わりませんが、補助裏に対して、先ほど言いま

した防災、それから減災事業債等が充てられることになりました。 

 この起債は、事業主体が例えば簡易水道事業債で借りるのではなくて、一般会計のほう

が借り入れて、簡易水道事業債のほうへ繰り入れるということになりまして、それから当

初、過疎債を充てておりました。補助残、５０％が過疎債、もう５０％が簡水債という形

で起債を打っておりましたが、過疎債分に対して、先ほど言いました防災・減災事業債の

ほうで借りれるということになりましたので、その分は一般会計からの繰り入れというこ

と。これ、６，０２０万になります。この分を一般会計から借りて、過疎債のかわりに、

入れかわりにそちらのほうで借りれるということになりましたので、一般会計繰入金がち

ょっと太ったという形になっております。 

 それで、この防災・減災事業債は、先ほど総務課長が言いましたように、当初の交付金

の算入率等が過疎債よりも若干率が高い起債でございますので、こういう形の起債の繰り
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入れになったことでございます。 

 以上です。 

（３番田邊哲夫君「はい、わかりました。ありがとうございま

した」と呼ぶ） 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより議案第９６号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９６号平成２４年度四万十町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

についてを採決します。 

 議案第９６号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、議案第９６号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第９７号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９７号平成２４年度四万十町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算

（第１号）についてを採決します。 

 議案第９７号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、議案第９７号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第９８号について討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 議案第９８号平成２４年度四万十町下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてを

採決します。 

 議案第９８号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、議案第９８号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第９９号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９９号平成２４年度四万十町水道事業会計補正予算（第１号）について

を採決します。 

 議案第９９号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、議案第９９号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（宮地章一君） 日程第１２ 認定第１号平成２３年度四万十町各会計歳入歳出決

算の認定についてを議題とします。 

 この議案につきましては既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

 岡峯久雄君。 

○１９番（岡峯久雄君） それでは「主要な施策の成果説明書」の中から２点お伺いをし

たいと思います。 
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 昨日の合同審査で質疑が出なかった分ですけれども、まずページ９０ページ。多子世帯

の保育料等軽減事業についてでございます。 

 事業の成果の中に、「過年度分の保育料が滞納となっている世帯に対しては、納付を促

すことにつながり、滞納対策にも効果があった」とあります。ということですけれども、

まず滞納世帯数。この事業により効果のあったと判断する、事業によって効果のあったと

判断する件数についてお伺いをしたいと思います。 

 それと２点目はページの２０５ページ。所管の委員会でちょっと聞き漏らしましたの

で、あえて伺いたいと思いますけれども、各種イベント助成事業の中の、９月に行われま

した四国サイクリングプロジェクトのコグウェイ四国についてお伺いしたいと思います。

 ２３年度から３年間、１００万ずつの補助をするということですけれども、本年度につ

いては県議会、また町議会からも何人かが参加をされるということで、盛り上がりについ

てはあるのかなというふうなことを感じておりますけれども、昨年について、私も広井小

学校で交流会にも参加をさせていただきまして、いろいろと見てまいりました。 

 そこで、２３年度の補助金の１００万円の使途、それと、参加者の評価とか感想はどう

いったものがあったのかという点と、モデルコースを目指したということですので、それ

の内容について、その３点についてお伺いをしたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 町民課長柴久幸君。 

○町民課長（柴久幸君） 多子世帯、確か２年前から行っている事業でございますが、３

人目以降につきましては保育料が無料となっております。このことについては多子世帯、

ここに書いておりますように、６７名、あるいは補助対象で５４名というふうになってい

ますが、この中でも１子、２子も含めて若干滞納世帯があります。その滞納の世帯につい

ても不公平なしに、第３子については無料化の方向でやってますので、そういったことで

軽減につながったということで、そういう方について積極的に訪問して、第３子は町の事

業で無料ですよと。１子、２子につきましても、減免を含めて滞納対策に協力してくださ

いいうことを、言って理解していただくようにしてます。 

 そういったことで、若干ではありますけども理解していただいて、前年度からは分納と

か、あるいは少額でしたら払っていただく世帯が増えたということで、収納率では９９％

に近い収納率ですけども、多子世帯の中で何世帯それが対象者ということは、ちょっと

今、資料にございませんので、後でまた報告をさせていただきますが、よろしいでしょう

か。 
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（１９番岡峯久雄君「はい」と呼ぶ） 

 そういったことで、接触の機会が増えたということと、それから、どうしても３人目は

払わないよというような人が、３人目は無料なんで、１子、２子について、今まで、減免

滞納についてできるだけ協力してくださいというようなことを前年度は強力に推進したん

ですけども、今年については対策本部で実施規則もできましたので、さらに強制徴収を含

めて今現在当たっているというような状況でございます。件数についてはまた報告いたし

ますので、よろしくお願いします。 

○議長（宮地章一君） 商工観光課長宮地正人君。 

○商工観光課長（宮地正人君） 私のほうからは２０５ページの各種イベント事業の中

の、四国サイクリング・コグウェイ四国のご質問にお答えをさせていただきます。 

 このコグウェイ四国ですけれども、環境に優しく、スポーツサイクリングを推進する新

たな取組といたしまして、コグウェイ四国実行委員会と協力しまして、第１回コグウェイ

サイクリングプロジェクトを昨年の９月１０日から１０日間実施をしたところでございま

す。そのうち四万十町には９月１７日から１９日の３日間滞在をしていただきました。 

 まず最初のご質問といたしまして、１００万の使途でございますけれども、事業費の中

で、バスの運転手の賃金、それからジャズ、太鼓等の謝礼。いわゆる受け入れ費用としま

して９万１７２円と９万円、それから１８万５，０００円。トータルで約４０万の費用が

要っております。 

 それから、岩本寺、おかみさん市等での四万十町の食材を使った費用として５２万２，

０００円。それからトイレの汲み取り費用、それから寝具、自転車、調理費用として約１

７万。合計１０５万８，０００円という形になっております。 

 それから、これはあいにくの、天気が雨で、非常に天候には恵まれませんでしたけれど

も、アンケートの中では、「今度は晴れたときに四万十川のほうに行きたい」というよう

な感想もいただいている、次回につながるというような回答もいただいているところで

す。 

 参加者は外国の方が３８名、総勢で１８０名ぐらいが参加していただきましたけれど

も、中でも１０日間のメインイベントというのが四万十町のサイクリング、３８１を走る

というのがメインでございましたので、去年は観光庁長官、そして尾﨑知事も参加してい

ただくとともに、そのときに町長からは、２０１１年、国道３８１号をサイクリングのメ

ッカとしての宣言も行って、町内外からの自転車愛好者が集う場所として、全国発信もさ
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せていただいたところでございます。 

 コグウェイ実行委員会からは実績報告等、検証も出てきておりますけれども、コグウェ

イ四国といたしましては、基本的には奈良とか京都などの定番の観光地、そういったもの

以外の日本の魅力というものをこの四国で体感していただきたいというコンセプトがござ

いますので、自転車の楽しさを、これからも日本から情報を発信していきたいということ

で立ち上げた組織でございますので、本年も引き続き四万十町民の皆様方にもご協力をい

ただきながら、四万十町の良さを国内をはじめ、全国、世界に情報を発信していくように

取り組んでいきたいと考えているところでございます。 

 また、先日は台湾からのサイクリング組合の会長さんも本町においでていただいており

ました。本年の１０月８日からの岩本寺から十和までのサイクリングには３０名が参加し

ていただけるということで、四万十町を訪れていただくことにもなっております。 

 このこともＮＨＫ、メディアにも取り上げていただきまして、全国放送もしていただい

たところでございまして、これからも全国にこういったことが取り上げられるように、今

年もコグウェイ四国を応援していきたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 岡峯久雄君。 

○１９番（岡峯久雄君） １点目の保育料の軽減事業についてですけれども、滞納されて

いる家庭というのは本当大変な日常生活を送っているのではないかと想像をされます。 

 １つは、滞納の原因の１つに、保育料が高いのではないかというのがあります。という

のは、ちょっと高知市から家族で四万十町に移り住んだ方が、高知市より保育料が高いと

いうことでちょっと驚いてましたけれども。こんなことも耳にしておりますけれども、保

育料の今後の考え方というのはどうなのかというのをちょっとお伺いをしたいと思いま

す。 

 それと２点目については、高速道路も、延伸も間近に迫りました。町内の観光産業の振

興を図るためには有効な事業とは思っておりますけれども、町が予算を拠出しているわけ

ですから、まだちょっと自分がというか、地域にとってもなかなか目に見えないという

か、ところがあって、結構、言い方は失礼かもしれませんが、ちょっと振り回されている

感じがしないでもありません。だから、行政としてしっかりと連携をして、ある意味、補

助を出してる分の、あれば指導とか、いろんな提案等、その分についてはしっかりとやっ

ていただいて、また地域とももっと共有できるような、何かもっと打ち合わせを細かくや
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っていただきたいと思っております。本年度、来年度と、本年度は間近に迫っております

けれども、そういったところ、しっかりとお願いをしたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 町民課長柴久幸君。 

○町民課長（柴久幸君） 本町の保育料が高いという、今後の考え方ですけども、保育料

の設定につきましては、ある程度国基準の需要に対する収入の、保育料の基準というもの

がありますけども、その保育料の基準よりは高くない設定でされております。約、国基準

の８０％前後、２割から３割引ぐらいで設定されているとは思うんですけども、７階層あ

りますので、階層によっては、さらに一人親世帯につきましては無料。それから言いよっ

た第３子についてはすべて所得制限なしに無料と。さらに本町につきましては土曜日の午

後保育とか延長保育、その他のさまざまな保育サービスを提供しておりますので、そうい

った面では現在の保育料はできるだけ維持させていただきたいと。 

 また、決算にもありますように、１億円程度の保育料を集めさせていただいております

けども、第３子の関係では２，０００万以上の保育料収入をここで減額しております。 

 さらに今回は、少子化ですけども、今、現場の保育所では特に第３子が無料ということ

で、就業の機会が増えております。０歳児、１歳児は本来なら保護者が今までだったら見

る機会が多かったんですけども、現在は０歳児の受け入れがほとんどの保育所で現在行っ

ておりますので、そういった入所の希望が多くございまして、少子化で子どもの数は少な

いんですけども、保育所の定員については今いっぱいいっぱいというような感じでありま

すので、保育料については、高知市との差がどれだけあるかは今ちょっとわかりませんけ

ども、今の現在の現状でさせていただきたいと考えております。 

○議長（宮地章一君） 岡峯久雄君。 

○１９番（岡峯久雄君） 私も細かく資料を集めたり勉強したわけじゃないのでわかりま

せんが、基本的に四万十町は国の基準よりは低いと、設定というのが。 

 ただ、先ほど例を挙げたのは、そこの家庭というのは同じ仕事場ですので、所得は変わ

りません。いろんな所得の関係とかありますんで、その中でも高いということを、幾ら高

いというのは聞いてませんが、そういうことがあるので、やはり子育てをする環境として

は、町のいろんな負担にもなるのはわかりますけれども、やはりここに、１つはちょっと

さみしいと言いましょうか、事業の成果の課題の中に、全部読み上げませんが、３行ある

中で一番下段に、「今後も少子化が進むことから、次第に落ち着くものと思われます」と

あります。何かちょっとショックな文言ながですけども。 
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 これは例えば、行政としては１人でも多くの子どもさんが増えることは望んでますよ

ね。町長、そうですよね。そうですよね、はい。保育料については課長から答弁がありま

したけれども、一般質問みたいになってもいきませんので、１つだけお考えをいただきた

いのは、なかなか３子から無料と言えども、なかなか大変。当然いろんな家庭が、若い世

代は特に所得面でもある一定低いのかなという、勝手に想像しておりますけれども。３子

というよりも、２人なら何とかという思いのある方も、いろんなご都合がある中で、家庭

の中でも、そういう方は多いかなと思います。だから、やっぱり保育料も高い、でも、２

人は欲しいという中では、思い切って、例えば子どもでも、１人でも多いほうがいいとい

う。今からの町の、町民の、町を背負っていただく。どんどん時代が流れていきますの

で、そこらあたりは２子から思い切って保育料を無料にするとか、何か思い切った四万十

町ならではの何か政策が打てないものかなというのを思ってます。この基本理念に、「人

が元気で生き生きしている地域づくり」ということですので、ぜひここはお考えをしてい

ただきたいなと思ってます。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

 酒井祥成君。 

○１７番（酒井祥成君） 簡単にお願いをしたいと思います。 

 この成果表の２３０ページですが、これ、自治区の関係だったと思いますが。 

 今、平成２３年度、２４年度までに答申をいただくという。「２４年度中に答申を受

け」と書いてありますが、現在までご苦労をされて、いろいろやっておられると思います

けれども、その中で例えば予算的な問題です。例えば地域の中で、どういうふうに地域を

これからやっていくのか。そういう中の協議の中で予算的な配分等考えておられるのか、

そこのあたりをひとつお伺いをしたいと思います。 

 それから、これが２４年度中に答申を受けて、町として最終方針を決定する予定となっ

ておりますが、大体めどとして、町としてはこれを平成２５年度中ぐらいに検討して、そ

れから議会のほうへ出していくおつもりなのか、そのあたりをちょっとお伺いしたいとい

うふうに思います。 

○議長（宮地章一君） 企画課長森武士君。 

○企画課長（森武士君） お答えをいたします。 

 地域自治区のいわゆる地域協議会、今、検討委員会では、新聞紙上等でも１２の地域自
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治区の案というものが示されております。その地域の特色ある取組を支援するために、町

のほうとしましては一定の財源を確保して、地域の中で話し合いによってその使途も決め

ていただきたい。そういったような方向性を事務局のほうとしてもご提案をしているとこ

ろです。 

 なお、詳しい内容については、先ほど議員さんおっしゃったように、現在、最終的な取

りまとめの段階に入っておりますので、そういった素案が出てきましたらまた議会のほう

にも、全員協議会等通じて逐一ご報告はしていきたいというふうに考えております。 

 それから、今後の予定でありますが、実は来週、第１０回目の検討委員会もございま

す。条例の最終的な素案という部分が今でき上がりつつありますので、日程的にはあと２

回ほど検討委員会でもんでいただいて、それを受けて町のほうの、今度は庁議でも我々が

検討もしていきたいというふうに考えております。そういった町のまた案も検討委員会の

ほうにも示しながら、また、議会のほうにもお示しをして、これからさらに住民説明会と

いうことを考えていきますと、来年度いっぱいは、恐らく住民説明会のほうにもそういっ

た期間が必要であるのかなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 酒井祥成君。 

○１７番（酒井祥成君） ありがとうございました。 

 大事なことは、今までいろんなとこで、予算的なことで私どももいろいろ勉強してまい

りました。そういう中でソフト事業的なことが多かったかなというふうに思います、見て

きたところでは。 

 ですから、例えばまちづくりとかそういう中でやる上において、いろんな問題が出てく

る可能性があるかなと。ですから、行政としてどこまでやはりこの協議会、あるいは地域

自治区の中でやれるようなことができるか。やはりそこも検討した上で、検討委員会の中

でも検討したほうがいいのではないかなという気がいたしますので、この場を借りて提言

をさせていただきたいというふうに思います。 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

 田邊哲夫君。 

○３番（田邊哲夫君） 後ろのほうで「ない」言われますので、議長にとめられたらいけ

ませんので質問に立ちます。 

 最初に監査委員さんのほうから質問したいと思いますが、大変２３年度の決算、一般会
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計、特別会計、多額な決算の中で慎重な審議していただいたことにまず敬意を表したいと

思います。 

 私が気になったのは「監査意見書」の２２ページ、２３ページにあります審査意見の中

で、２２ページの大分下の段になるわけですが、１２行目、下からですね、「自主財源の

構成割合は２１．４％と前年度より６．２ポイント増加している。これは町税の増加と普

通交付税の大幅な減等によるものである」ということで書かれています。 

 単純に思ったときに、町税は自主財源であると、交付税は、これは依存財源であると。

この並列の書き方がどうなのかなというふうに最初思ってました。十分監査委員さんの書

いた意図を考えると、いわゆる収入全体の中で交付税が大幅に減ったと。収入に占める割

合が、である交付税が減ったので町税が増えたいうような形のポイントになるという見方

の書き方なのかなというふうに自分なりに判断をしながら今日まで来ましたが、今日は監

査委員さんがお見えですので、この書いた意味についてご説明いただけたら理解が早まる

かなというふうに思ってます。 

 それと、２３ページで、毎年度監査委員から指摘がされるわけですが、当然不納欠損や

未済については大変毎年度変わるわけで、内容もわかってますが。ただ、その中の下の３

番、４番ですが、当然補助金、委託金の事業についても毎年決算、監査委員の指摘がある

わけですが、委員さんに聞きたいのは、毎年こういう形で書いていますけれども、毎年書

かざるを得ん状況にあるというのは、監査委員の中では当然内容を精査されてますので、

やはり２３年度も同じように執行部の中で対処されてないという意味があって、今年度も

決算の中で書かざるを得んという指摘なのかどうなのか。 

 また、財産（基金）ですが、当然書かれているように、当たり前のことを今回特に書い

ているように思うわけですが、これは何か監査の中で書かざるを得ん状況にあって書かれ

たのかどうなのか、まず監査委員さんにお伺いをしたいと思いますが、３回しかできませ

んので、引き続き決算の内容についてお伺いをしてみたいと思います。 

 町長、私、成果説明書、ずっと一応細かく目を通しました。昨年度の成果説明書の倍以

上のボリュームです、与えられた説明書は。非常に執行部の中の方々、努力されて、他の

職員もでしょうが、評価をしたいというふうに思ってますが。先ほど、岡峯議員からもこ

の成果の、各ページにわたって事業の成果いうことの中に、それぞれ書いていることは書

いてます。指摘があったように、岡峯議員からも、すべてとは言いませんけれども、本当

に事業の成果として書いてるのかなというのが私自身は非常に疑問に思ってます。 
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 昨日、私の所管の委員会では言いましたけれども、個別には言いません。立派に書いて

るとこもあります。しかし、総じて事業の実施内容をそのまま成果として書いてあるとい

う、私は印象をずっと持ってます、読んで。すべてのページ、何ページ、２００何十ペー

ジありますが、本当に事業の成果としてそれぞれの所管が評価をして書いたのかな。内容

をそのまま書いてみたりしてるところが多々ありますので、私の見た感想です。町長が目

をじっくり通されたかどうかはわかりませんが。一回、もし終わって、見てください。こ

れは成果とは言えん部分がたくさんあります。個別に言うと、また失礼に当たりますので

言いませんが、ほとんど実施内容を個別に書いてるだけです。今年度こういう事業をやっ

た。さっき岡峯議員もあった、非常にその成果を見ても、何ながよと。じゃ、今年度、２

３年度やった事業を今後どうすべきなのか。町民と、実績が上がってきた、評価がある、

続けないかん。やはり適切でなければ直さないかんという評価が、私は事業の成果じゃな

いかなと、私が執行部におればそういう形で書きます。読んでください。皆さん、執行部

読んでいると思いますが、自分の所管の課も含めて、もう一度課の職員でこの成果のあり

方、考えてほしいと思います。そういうことを言って歳入から入ります。 

 まず決算書の前に基金の問題で、２２年度の基金の普通会計が５５億７，０００万余

り、２３年度は６２億７，０００万の決算額。普通会計で７億基金が増えてます。特別会

計では６１億余りが２２年度の決算額。２３年度が６７億で約６億円特別会計で基金が増

えてます。 

 そういった中で、決算書の４０ページ、４１ページを執行部の方、ごらんになっていた

だきたいと思いますが。ここに、財産収入の中で、財産運用収入、利子及び配当金、基金

運用収入が１，７４３万２，０００円余り計上されてます。この額は、２２年度決算書を

見ました、ほぼ前年度並みの基金運用収入です。十分中身がわからんままに言葉と金額だ

けを言うわけですが。先ほど言いましたように、基金は普通会計で７億円１年間に増えて

ます。１年間に７億円増えて、基金運用収入というのが２２年度並みの収入ということ

は、どういうことなのかなと。運用の収入はどういう形で、どう運用するかによって、ひ

ょっとすれば基金の収入は、運用の収入が増えるんではないかというふうに疑問に思いま

したので質問いたしました。答弁をお願いします。 

 それと、その下ですか、不動産の売り払い収入があって、金上野の団地分譲収入が２，

３００万余りの決算内容です。では、２３年度、何区画これの金額が、売却区画としてで

きたのか、２４年度以降残ったのは何区画あるのか。あるとするならば、今後いつまで町
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の土地として分譲をずっとしていくのか。その点についてお伺いしたいというふうに思っ

てます。 

 それでは歳出に入っていきますが、まず成果表の説明書の２３ページ、建設課に関する

事業説明がされてます。それは２３年度の工事の概要です。住環境の整備です。 

 町長、私、住環境基本計画も３月に議会でも可決になりました。旧大正町は約、世帯、

戸数の１０％余りを町営住宅で占めていました。四万十町になって町営住宅の占有率とい

いますか、建設率がどうか、ここに財産資料もあるわけですが、詳しく見てないわけです

が。この中で、恐らく計画書の中では、今後、町の町営住宅の建設のあり方について、ど

れくらいを目標として今後進めてくとかいうのがなかったのではないかなというふうに思

ってますので、その点、町長、今後、町営住宅のあり方についてどう考えているのか、お

伺いをしてみたいというふうに思います。 

 墓地の関係については聞きたかったですが、決算書にありますので、先ほどの補正の中

でいろいろ質問しましたので、またそのうちお聞きをしてみたいというふうに思ってま

す。 

 それと、４１ページですが、これは総務課に関する、防災対策室の災害に備える安全な

まちづくりで、事業費というのは１，７００万。その事業内容は食料品や毛布等、災害に

対する備品等の整備の決算が出されています。それぞれ地域地域で備品等の備蓄が徐々に

進んでいることは私も承知をしてますが、町として今後ですが、どれくらいの率で、町民

が今１万８，０００人くらいでしょうか、わかりませんが、どれくらいの方々に対してこ

ういった食料、毛布等の備蓄を進めていくという目標立っての、こういう毎年度の予算の

出し方をしているのか、その点についてお伺いをしてみたいというふうに思います。 

 それと、５０ページになりますが、教育委員会です。金額が４２７万９，０００円で

す。それぞれ各学校に対する補助金の出し方ですが、ただ、この決算書の事業の実施内容

を見ると、小学校のところで補助金を交付してない学校が５校ほどあるがですね。これは

学校として、いや、うちは十分学力については自信があるということで、補助金も必要な

いということで、この５校は補助金を交付を受けなかったのかどうなのか、ちょっとわか

りませんので、よろしくお願いします。 

 それでは１２９ページ、健康福祉課です。金額は４，８２３万５，０００円です。この

こいのぼり荘の、いわゆる支援ハウスなごみという、こいのぼり荘に続いて支援ハウスな

ごみという施設があるわけですが、これは介護保険対象の施設であったのかどうなのかい
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う点と、こいのぼり荘のような施設は大正にも青空というのが、同じ内容の施設なのかな

と。私の認識ですので、すみません。そうであれば内容が、同じような職員等の従事につ

いて、されているのかどうなのか。青空のほうは知ってますが、ちょっとこいのぼり荘の

実態がちょっと。過去に視察に行った記憶もあるわけですが、もしよろしければお答えを

いただきたいというふうに思ってます。 

 それだけにします。以上です。 

○議長（宮地章一君） 監査委員松本悟志君。 

○代表監査委員（松本悟志君） まず自主財源の構成割合の件でございます。 

 今、確かに改めて考えてみますと、ちょっと説明不足というものがあったかもしれませ

ん。ちょっと反省しております。 

 ちょっと１０ページをあけていただきたいと思います。確認でございますけれども、こ

の歳入の表の中で１番、１２番、１３番、１６、１７、１８、１９、２０、これが自主財

源でございます。そして、それ以外は依存財源ということになるわけです。 

 ここで意見書として掲げたのが自主財源、それから依存財源の根幹となる費目を掲げて

言いました。ですので、自主財源についての、町税でございますけれども、これについて

は金額的には約１億増ということです。それから普通交付税につきましては減の２億とい

うことでございます。ただ増減だけを捉えてみますと、自主財源の関係では一番大きなウ

エートを占めておるのが、２３年度につきましては繰入金でございます。それから依存財

源につきましては、いわゆる増減の関係でございますけれども、占めているのは国・県支

出金とか町債でございます。ただ、自分が文言として出したのが、先ほど言いましたよう

に、根幹である費目を掲げて、ここへ書いたということです。ですので、普通交付税等に

なるわけですけれども、これの、やっぱり依存財源の減が大きく響いてから、自主財源の

ポイントそのものは高くなりましたよということを言いたかったわけです。それで、根幹

になる財源だけを上げましたので、ちょっとどうかなという部分があったというふうに思

います。 

 結局自分の言いたいのは、自主財源が増になったのは、いわゆる自力による、自分の力

ですね、自力によるいわゆるポイント増だけではありませんよということを言いたかった

わけです。結果的には、それで依存財源が減額となったので、おのずと自主財源の部分の

割合も、構成が高くなったですよということです。 

 ちなみに言ってみますと、１１ページに書いてありますように、自主財源そのものは６
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億増になっておるわけです。が、しかし、隣の１０ページの表を見てもわかりますよう

に、依存財源は６億どころじゃないです、減は。そういうことでございます。 

 それから、事務事業の３番の補助金であります。 

 議員さんが言われるように、ここ数年指摘はさせていただいております。というのは、

やはりいかに補助事業を多く取り扱っているかということが言えるかと思います。それ

で、今まで私どもが指摘した分については是正もしていただいておるというふうに思いま

す。 

 ただ、今回また見た中で、やっぱり似たようなことがあるわけです。毎年度剰余金があ

るのに、その剰余金があるといっても、多少の剰余金じゃないがですよ。補助金額と比較

したときのある一定の、ある程度の剰余金があるわけです。そういうのが毎年のように続

いておるのに、いわゆる十分な検討・見直しをせず、毎年同じ額が交付されておるわけで

すよね。それで、そういうのはやっぱり見直しせないかんがじゃないかということを、そ

のときは言っておるわけです。ですので、剰余金があるなしにかかわらず、やはり補助金

事業と補助金額との適正化言いますか、それはやっぱり常に新しい角度で毎年検証しなが

ら決定をせないかんというふうに思うところでございます。 

 それで、何言いますか、ひどいと言いますか、実績報告等の審査の中で、最初の補助申

請の書類と実績報告書の書類のみの比較だけですよ。というのは、いわゆる帳簿とか領取

書等も見ずに、実績報告等を預かって交付をしたという事業も見られました。 

 それから４番の財産の関係ですけれども、土地については、２３年度についてはＧＩＳ

方式から登記簿面積にかえて、今回はがっちり面積等については台帳というか、整備もさ

れましたよということではありますけれども、これはあくまでも登記簿面積でございま

す。台帳面積イコール登記簿面積であります。が、しかし、聞くところによりますと、登

記簿面積と実面積の違いはあるわけです。若干あるようです。が、しかし、それに対する

管理はどうなっておりますかということです。だから、これからの課題としては、その管

理・運用とかいうような面で見てみますと、台帳面積と実面積との相違ですね、その分。

それから、これ、なかなか難しいところでございますけれども、未登記分もあるわけで

す。だから、これも前々から言われておりますけれども、やっぱりなかなか現実としてで

きない部分があるわけですよね。それは承知の上で言っておるわけですけれども。だから

課題としては、そういうまだ未登記分の整備とか管理とかいうのもありますよということ

です。 
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 それから遊休土地とか建物は、先達ての議会の一般質問じゃないか、質問ですか、にも

ありましたように、ほとんどそういうことはなくなったよということでした。が、しか

し、まだ全部なくなったということではありません。ですので、それらをも課題としては

残りますよということ。 

 それと財産の貸し付けですよね。いわゆる町有地を貸し付けておる土地がかなりありま

す。それについてもピンからキリと言いますか、例えば電柱の貸し付けとか、そんなよう

なのもありますけれども、個人が利用して、個人が借っておる貸付財産もあるわけです。

ですので、それらについては今からどう考えるかということですよね。いつまでも、言う

たら四万十町が不動産屋みたいになってもいかんですよね。ですので、それらも含めて、

今後の課題として残りますよということを言いたかったです。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 先に私のほうから２点、お答えをしたいと思います。 

 まず成果説明でございますが、確かに議員さんおっしゃられるとおり、十分な事業の成

果の総括ができていないのではないかなというふうにも思います。 

 事業を行うに当たってはＰＤＣＡ、計画をして実行をしてチェックをして、次のアクシ

ョンにつなげていくと、そこが非常に重要。その中でもＣのチェックの部分が重要であろ

うというふうに思います。 

 今年の成果説明については議員さんおっしゃられるとおり、非常に分厚いものになって

おりまして、かなりの事業を盛り込んでおりますが、中には例年行っておる事務的な事業

等もございます。そういったもんについては非常にその成果も書きづらいということもあ

りますが、確かに言われるとおりでございます。成果説明をもうちょっと絞り込んで、主

要な事業に絞り込んでいくのか、そこについても検討もしなければなりませんが、いずれ

にしましても１年の事業のチェック、それを行って、次の事業へつなげていくということ

が重要でございますので、その点についてはまた庁議のほうで検討もしてまいりたいとい

うふうに思っております。 

 それと、住宅の今後の考え方でございますが、四万十町といたしましては非常に古い住

宅がまだ数多くございます。耐震改修とか、そういったものも行わなければなりません

が、まずそれを最優先でやっていきたいというふうに思っております。 

 住宅に困窮されていると、特に若い方々を中心にそういった話も聞くわけでございます

ので、そういった町民の皆さんの思いも大切にしながら、古い住宅の改修等、それから若
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者住宅の建設とか、そこらあたりのバランスをとりながら、財政的なものも見ながら進め

ていきたいというふうに思っているところでございます。 

○議長（宮地章一君） 会計管理者林正憲君。 

○会計管理者（林正憲君） お答えします。 

 ページ４１ページの基金運用収入、細節の部分ですが、これにつきましては一般会計の

基金を定期預金にしておりまして、その利息でございます。 

 それから、もう一点。２２年度と比較して２３年度については基金が増額しているにも

かかわらず、利息が２２年度と同じぐらいであるのはどうしてかというご質問だったかと

思います。 

 これにつきましては、必要に応じて基金を取り崩したり、また、新規に積み立てを行っ

ております。数字的なことについては、ここで具体的には申し上げることはできません

が、資料ありませんので、ただ、定額預金する場合、当分使う、余裕がありますよという

場合には、できるだけ高額の金利を打っていただくように、１年半とかいう形で定期預金

をします。する場合があります。そういう関係で、基金が増えても、その年度内に満期が

来なければ利子が入ってきませんので、そういう関係で基金額が増えても利息が増えない

というところは、そういうところから来ているんじゃないかというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 建設課長佐竹一夫君。 

○建設課長（佐竹一夫君） 歳入の財産収入、土地売り払い収入の分の件ですが、本年度

２，３３７万８，３４８円。これは金上野団地の分譲収入ということで上がっておりま

す。この分が２３年度中、５区画の分譲代金となっております。 

 ご存じのように、金上野分譲団地につきましては平成２１年度に造成工事を行いまし

て、２２年度から全区画で３３区画分譲開始いたしまして、２２年度に６区画、２３年

度、今言いました５区画。それで、２４年度、今日現在まで、今、契約済みが４区画で

す。のトータル１５区画が今日現在の契約済みの売れた区画数となっております。 

 ということは、残り、残が１７区画ということで、今後いつまでかというご質問もあっ

たと思いますが、ここ去年、東北の地震等ありました関係もありまして、現在、近隣の市

町村、例えばお隣の黒潮町とか中土佐町からの問い合わせいいますか、状況の問い合わせ

もありまして、今年度の区画の分譲の中には、四万十市の方も含めまして、町外の方が３

区画購入いたしました。 
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 分譲開始から現在、２年半たっております。開始当初につきましては３年をめどにとい

うことで、前前田町長のほうからの議会答弁もありまして、自分たちも３年を目指して頑

張ってやっていたところですが、２年半たってようやく半分という結果が、今現在、実績

が出ておりますんで、あと、そういういろんな震災絡みとか、津波対策絡みもありますん

で、もう少し長い目で見ていただきまして、あと何年というちょっと区切りはまだようし

てないですが、分譲したいと考えております。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 総務課長樋口寛君。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（樋口寛君） 成果説明書の４１ページの災害の備

蓄品の関係をお答えしたいと思います。 

 まず、一体どれぐらいの備蓄品があればいいのかということですけれども、これも非常

に難しい問題でございまして、現在の地域防災計画では、避難所で避難所生活を送ると予

想されておる人数は９４９人ということ、約１，０００人ということにはなっておりま

す。けども、新しい想定で、年末までにはその被害想定なども出る予定にはなっておりま

すけれども、そういった１，０００人未満の避難所生活というような想定ではきっとなく

なると思いまして、そういう被害想定も待たなければなりませんけれども、少なくても

２，０００人分の食料、水、毛布などは準備しておく必要が少なくてもあろうかというふ

うに思っております。 

 現在の備蓄品の状況ですけれども、町で備蓄しているものでありまして、自主防災組織

とかで備蓄しているものは除いておりますけれども、食料では８，７００食。これは２，

０００人が避難所生活を送るということになりますと、１日３食の最低３日間は必要だと

思いますが、ということになりますと１万８，０００食ということが必要ですので、まだ

１万食ぐらいは不足しておる状況ではないかというふうに思っております。飲料水につい

ては１万４，０００ℓ を備蓄しております。２，０００人が１日３ℓ 必要だと言われてお

りますので、３日間ですと、同じように１万８，０００ℓ ということでして、こちらはあ

と４，０００ℓ ぐらい備蓄をすれば、その数には足るのかなという計算になります。それ

から毛布については１，７００枚を備蓄しておりますので、２，０００人としますと、３

００とか５００とかいう数字でその２，０００には足りるということになるわけですけれ

ども、被害想定が明らかになった段階では、もう少し大きい数が必要ではないかというふ

うには考えております。 
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 それと、例えば食料ですけれども、興津地区につきましてはそういったレトルトとかの

備蓄食料ではなくて玄米を、１，０００人の世帯が１週間生活ができるというような形

で、玄米、米を備蓄するということもしております。そして水についても、今年度導入予

定にもなっておりますけれども、例えばプールの水を飲料水として飲めるように浄化装置

を何台か入れるようにもしております。そういった形で食料、飲料水も、そうした備蓄品

だけではなくて、いろいろな形で対応できるようなことも考えていきたいというふうに考

えております。 

○議長（宮地章一君） 教育次長岡澄子君。 

○教育次長兼学校教育課長（岡澄子君） ５０ページの校内研究支援事業補助金の、利用

してない学校が、小学校で昨年度は６校ございました。その理由ということになろうかと

思いますけれども、それぞれ学校では、小・中学校では独自の対策、その学校の課題に応

じた学力向上等の対策は当然行っております。 

 その中でこの補助金を利用してないというところはございますが、中部教育事務所であ

りますとか附属小学校とかで講師を招へいして、そういう校内研究なり公開授業等に取り

組む場合は、費用がこちらでは発生をいたしませんので、そういう講師を招へいしている

学校もございます。 

 それで、主にここで活用されているのは、県外からの講師でありますとか、職員が県外

に研修に、通常配当されておる予算以外に、そういうところへ研修に行くという場合にこ

の事業を利用して、県外研修、先進校視察等研修に、また、中央で開かれますいろいろな

研修等に参加をしております。 

 それと、これとは別に、学力向上対策事業という、こちらのほうは一律の全校への補助

金。少額ではございますが、そちらのほうで一定の旅費の、講師の謝金であるとか、講師

等については費用も賄えるというところで、それを利用している学校等も当然あります。 

 できれば学校教育課としましては、より現在、校内で、学校内だけでの協議ではなく

て、新しいところ、新しいというか、ほかの、町外での取組であるとか、いろいろな取組

も見ていただいて、自分ところにどの取組を適用するか、この取組を取り入れたいと、そ

ういう研究をしていただきたいということでこの事業を実施しておりますので、学校側に

は極力利用していただくようにということでお願いをしており、年々この利用率は上がっ

ております。今年度も希望以外のところには、こちらからもまたお話をさせていただい

て、追加でやっていただいたところもありますので、今後ともそういう対応で、積極的に
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取り入れて、それぞれの学校の課題解消、教職員先生方の資質向上を図っていただきたい

と考えているところです。 

○議長（宮地章一君） 健康福祉課長市川敏英君。 

○健康福祉課長（市川敏英君） お答えします。 

 成果説明書の１２９ページでございますが、なごみとこいのぼり荘が、両施設とも介護

保険施設かどうかということでございますが、両施設とも介護保険施設ではありません。 

 これは、ここの説明のほうにもありますけれども、ケアハウス的な要素がありまして、

町内に居住する概ね６５歳以上の一人暮らし、または夫婦のみの世帯で、高齢等のために

独立して生活に不安がある人、そういう方が入る施設でありまして、低料金で入れるとい

うことであります。 

 以上です。 

 それから、大正のほうにも青空というのがありますけれども、順序的に考えてみますに

は、青空はかなり軽度な人が入ってますので、青空、なごみ、それとこいのぼり荘、そう

いった特別養護老人ホームというような形になろうかと思います。 

○議長（宮地章一君） 田邊哲夫君。 

○３番（田邊哲夫君） おおよそわかりました。 

 ただ、監査委員さんから答弁がありました。指摘をした例えば補助金等については、そ

れぞれの課の中では指摘したら直ったけれども、まだまだほかの課でも補助金の支出のあ

り方、交付のあり方について問題があるという答弁もいただきました。当然監査委員さん

から恐らく、わかりませんが、課別に、事業名に、それぞれ担当課を呼んで指摘をしても

らったんだろうというふうに勝手に思ってますが、毎年度毎年度こういうことの指摘がな

いように、町長、お願いをしておきたいというふうに思っています。 

 それと、これで終わりますが、本当に去年度の成果説明書の倍以上の厚さです。本当に

大変な思いで書かれたとは思って一生懸命読んだつもりですが。ただ、残念ながら自分が

見るのは、やっぱり予算を自分たちが可決をして、本当に執行がどうであったか、私のチ

ェックすべき、議員としての努めだと思って大体読みましたけれども、残念ながら先ほど

言いましたように、ただ、支援に取り組んでいく、推進しました、事業を実施しましたで

は、これは事業の、先ほどの、実施ですので、成果は、取り組んだ結果はどうなのかとい

うことが私は、自身は見たいわけですので、２４年度の決算を、成果説明書を期待して、

答弁は要りませんが、終わります。 
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 以上です。 

○議長（宮地章一君） 町民課長柴久幸君。 

○町民課長（柴久幸君） 先ほど、すみません、岡峯議員さんの追加のお答えですけど

も、２３年度では実人数として５５人の方の過年度の滞納者がございました。そのうち、

第３子に該当されているのが９名でございます。その９名で接触いたしまして、全員の方

に分納誓約とりまして、過年度収入では、４０万円近くの過年度収入をそこの９人から上

げさせてもらってますので、ご理解いただきたいと思います。またさらに接触の機会を多

くしたいと思います。 

 それと、ちょっと高知市の関係で言われておりまして、高知市、本町とどう違うかいう

ことですけども、若干、保育料は余り差がないと思うんです。ただ、今年４月１日から第

２子の軽減割合が保育料の３分の１になったということ。それで、本町の場合は保育料は

２分の１です。それで、そういうことで、ただ、高知市の場合は第３子については、県の

規定によります補助金対象の方のみと。ただ、本町については所得制限なしに全員が無料

ですので、第３子まで行ければうちのほうが安い。第２子になれば若干、おっしゃったよ

うに高知市のほうが安いというようなことで、自治体によっての制度で差異がありますの

で、ご理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 暫時休憩します。 

            午後２時３２分 休憩 

            午後２時４５分 再開 

○議長（宮地章一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 堀本伸一君。 

１０番（堀本伸一君） ２３年度決算で、特別会計の中で１点だけ、住宅新築資金の貸付

事業、このことについて１点質問をしたいというふうに思います。質問と意見という中身

になろうかというふうに思うわけですけれども。 

 今回の決算については合同審査をしながら、そして本会議で臨むという形になりまし

た。これまで決算特別委員会を開催しながら、立ち上げながら、そこで対応してきたとい

う経過があるわけですけれども、私もその委員に選考されたときには必ずこの問題に触れ

てきたという経過があります。今回、合同審査の中での本会議ということでありますの
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で、特別委員会でなくして、今回は髙瀬町長がおいでますので、町長にこの問題を、今後

の方針、考え方ということについてお伺いをしたいというふうに思いますので、よろしく

お願いしたいというふうに思います。 

 この新築資金の取扱については滞納の問題が問題化されて、必ず決算時には他の滞納問

題等踏まえて、必ずこの問題も質疑に上がってくる中身であります。議題とされる中身で

あります。 

 当然借ったものは返さなきゃならないということが基本であります。しかし、一口にそ

れで結べない複雑な状況もあろうかというふうに私は認識をしておるところがあります。

ですから、私の、この新築資金を貸し付けた方々、あるいはその地域等々に若干私も詳し

い関係の中にありますので、そういった問題も踏まえて、この問題を今後、四万十町とし

てこの大変な問題を、もはや担当課で整理をし、対応していく処理に当たれる状況でない

要因がたくさんあるのではないかなというふうに私は思っております。 

 ですから議会の立場から滞納処理についてさまざまな意見があるわけですけれども、こ

れはこの事業、この制度、事業を活用した取組をされた内容等々をやはり知りながら、徴

収体制に対する取組の質疑、そして対案を示していかなければ、私は将来が見えないので

はないかなというふうに感じておるとこがありますので、そういった件について、担当で

はそれぞれ説明を受けております。大変な状況であります。この問題を抱える担当は大変

でありますし、これまでも懸命な取組をされてきております、町長。ですから、それには

限界があるというふうに思いますし、各議員から質疑をされた内容での取組では、次年度

に生かして成果が多大に上がるというような状況が見えないのではないかというふうに私

は捉えております。ですから、今後において、この四万十町が抱えるこの課題を、どうい

った形で将来的には成果を上げていくという考えがあるのか、髙瀬町長にその考えについ

てお伺いをしたいというふうに思います。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） この住宅新築資金の貸付事業については、四万十町が発足をして

からずっと大きな課題で残っておりまして、なるべく、本音を言えば、行政としては触れ

られたくないというような問題でもあったかなというふうに思っております。 

 しかし、例年多額の滞納ということで出てきておりますし、また、繰入金も年間何百万

かやっている状況であります。担当課としましては裁判所のほうへ届け出をして、債務の

整理、そういったものも行っていることもあります、年に何件かは。 
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 ただ、そういったことではなかなか追いつかない状況でございますし、そしたら四万十

町としてどうするのかということでございますが、確かに担当課のほうでは対応はし切れ

ない状況にあるということは十分承知をいたしております。 

 現在、町のほうには滞納整理本部も構えておりますし、また、税務課のほうには税外の

徴収班、そういったものも新たに２４年度から設置をしたところでございますが、そうい

った状況等も勘案もしながら、滞納整理本部等でまた議論もしていただいて、なるたけ町

としては早い時期にこの住宅新築資金についてどういった対応を行っていくのか、それに

ついて結論を出さなければならない時期には来ているのかなという思いもいたします。 

 具体的にどういうふうにしていくのかということについてはまだ十分な協議もなされて

いないところでございますけれども、これについてはできるだけ早い時期に町としての姿

勢、そういったものもお示しをしていきたいと思っております。 

○議長（宮地章一君） 堀本伸一君。 

１０番（堀本伸一君） 髙瀬町長としても頭を痛めるところではあろうというふうに思う

わけですけれども。 

 私、この問題を踏まえて、髙瀬町長が誕生をして、髙瀬町長の発案として、この四万十

町でしかできないまちづくりというようなことで５本の柱も立ち上げて事業をやっておら

れます。すばらしいことだというふうに評価をするわけですけれど、この新築資金の問題

等についても、私は髙瀬町長でなければ中身がわからない区分がたくさんあると、このよ

うに捉えております。ですから、今回せっかくの機会でありますので、町長とこの問題を

議論して、将来に生かす政策ということを議論してみたいなというふうに思っておったわ

けですけれども。 

 税の問題のように義務が発生する問題でありますと、滞納の問題で、一般的に四万十町

でこれだけの滞納額がありますということは広報を通じ、あるいは「議会だより」を通じ

て町民にお知らせをしていくという内容もありますが、これは税の問題になると広く、全

体でありますから、限定がしにくいというふうに私は思います、滞納者がですね。だか

ら、そういうような状況の中で、新築資金の滞納額も併せて、同じように一般広報されま

す、お知らせができます、今はね。 

 が、しかし、この新築資金は、一定、一般的にはなく、それを借り入れて対処しておる

相手方が地域的にも限定をされてくるという、私は１つ考えを持っております。このこと

を捉えても果たしてそれで、今は公開的な内容があります。しかし、それに即して、取り
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扱いとしてもそれでいいのかなと。そういうことがこの事業の目的であったのかなと、当

初から。ですから、そういったことも踏まえて、やはり地域の実態が十分把握できた上で

なければ、私は成果につながらないというふうに思っております。 

 じゃ、どうしようかということになりますので、私は、髙瀬町長はそこが十分理解がで

きておられるというふうに私、思っておりますので、特別にということになるかもしれま

せんけれども、担当課が努力をしながら対応していく中では、成果につながるには、やは

りそういった地域の実態、それからこの制度・事業がどうして生まれたのかということも

十分熟知をした、教育が行き届いた職員が、勉強して、そして、それに当たる対策本部、

これは滞納整理の本部はあるわけですけれども、特にそういった、本町としても取組をし

て、一体となって関係者との交流をどれだけ持つかというような状況の中で、実態を十分

知った上で対応していく。それで、わずかずつでも町に収入として入る状況をつくり上げ

ていくという形がないと、私は、私がこんな限定的に言い切ることはできませんけれど

も、成果につながりにくいのではないかなと。じゃ、そういうことを繰り返し、今から四

万十町として向こう１０年、１５年というような状況で、貸し付けた２５年という問題も

ありますので、そういうことがだんだん的に関係をしていきますし、それに対して対処を

町長はどう考えておるかというところで質問をしたわけですけれども、そういった形を町

長、髙瀬町長でなければ、私はできないというふうに考えておるわけですけれども、方法

としてはそういうこと。 

 それからもう一方では、町にですよ、町がこれを借り換えてというような状況がありま

すので、町にこのことがやはり影響を及ぼす、損害を与えていくということは非常に私も

心苦しいとこがあるわけですけれども、何としても町にそういう影響がない状況をつくり

上げていくということが大事であろうというふうに思っております。 

 ですから、一方では担当課を中心に取り組むには、そういった対策をつくる職員体制を

つくりながら関係者と対応をして、ソフト面から事情をしっかりと把握した上での取組を

して、１万円の１つでも多く収入が得られるような状況をつくり上げていくこと。 

 一方では、行政として、これは町長、やはり四万十町に限らず、そういった地域を抱え

た自治体は県下たくさんあるわけですから、そういったトップ、ナンバー２あたりとは、

さらには議会議長あたりと、その抱えた課題は同じでありますから、そういったことも捉

えて、将来的対処の方法としては、やはりこれは国策でやった中身でありますから、国に

もそういった状況で、市町村には傷を与えないという状況の国策を、政治的に取り決めを
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してもらう取組を早急に私はやるべきじゃないかなと。これは２１年か２年ごろの決算の

特別委員会の中でも私、意見として上げました。委員の中でもそういう議論が激しくある

中で、私も特に詳しく事情を説明して、意見として上げた経過もあるわけですけれども。 

 そういったことがありますので、決算たびにやはり不納欠損、あるいは未納の問題等々

を常に議論になるわけですから、少しは前へ踏み込んでいく状況をつくり上げるために、

そういったような私は考えも持っておるわけですけれども、そこを併せて、私も町長が髙

瀬町長でなければこの質問内容はよう上げません。しかし、髙瀬町長ゆえに今回質問を上

げたわけですけれども、そういった区分も踏まえて、やはりしっかりと四万十町が今後関

係者にも、四万十町そのもんもやはり損害を与えない状況をいかにつくっていくかという

ことについては、今言った私の考えも踏まえて、将来的な取組をお示しをいただきたいと

いうふうに思います。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） この事業については、担当のほうからいろいろ実情を聞きます

と、非常に難しい面がございます。 

 連帯保証人と貸付者がそれぞれこの事業を利用しているとかいうような実情もございま

して、そういったところまでなかなか踏み込むところもできないわけでございますが、い

ずれにしましても、時間を置けば置くほど難しくなってきます。それは十分わかっており

ますし、それと県内の各市町村でもやっぱり同じような問題はあろうかというふうに思い

ます。そういった県内の他の自治体との情報の共有等も図りながら、できれば同じ目線で

同じ取扱的なものもぜひ構築をしていきたいなというふうに思います。 

 それと先ほど議員さんからご提案のありましたような、地域の実情に詳しい職員なり担

当がこれに当たるということも１つは方法ではないかなと思います。若い職員がなかなか

地域のほうへ行って、納入についてお願いをしても、それは非常に難しいということは十

分承知もできますし、その辺も含めて少し真剣に考えてみたいと思います。 

（１０番堀本伸一君「終わります」と呼ぶ） 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

 下元昇君。 

○１５番（下元昇君） それでは１点だけお伺いをします。 

 この問題は本当に身近な町民の方々から、行政のほうにも聞いていただきたいというこ

とがありましたので、私は先達ての総務委員会の中でも担当課長さんにはお聞きしました
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けれども、そういった内容をなかなか町民の皆さんにお伝えすることができませんので、

この場をお借りして執行部の考え方も町民の皆様方に聞いていただきたいと思いまして、

再度ここで質問させていただきますけれども。 

 ２２８ページにはケーブルテレビでの行政放送ということが書かれております。これが

果たして行政放送になるかどうかは判断できませんけれども、委員会で質問いたしまし

た、火事になったときの、サイレンが鳴った後での、屋外告知機を使って消防のほうから

告知されますけれども、部屋の中にいたり、あるいは町の中、窪川街分では非常に何を言

っているのか聞き取りづらいと、こういったことも実際にあります。 

 だから、そこで多くの町民の方々から、ケーブルテレビをそこでつけたら、行政放送番

組か何かのときにテロップでもいいから、ただいまの消防の火事のサイレンは、どこそこ

地区の例えば山火事でありますとか民家の火事でありますとか、そういった大まかなお知

らせでいいと思うんですけれども、それがぜひできないかなという本当に身近な要望が多

く寄せられますので、そこあたりについてもう一度担当課長の答弁をお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（宮地章一君） 総務課長樋口寛君。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（樋口寛君） お答えを申し上げます。 

 ただいまの議員さんのご指摘は我々といいますか、役場にも住民の方からたびたびそう

いったことができないかという問い合わせ等もされておるところでございまして、検討も

しておるところでございますけれども、現在のところ、消防署のほうに緊急の通報が入り

ますと、やはり数名の、特に夜間とかいうことになりますと、数名の職員で関係機関、団

とか警察、そういったところからの電話の問い合わせへの対応、また、一般の方からの電

話の問い合わせも一気にかかるようになりますので、そういったこともしながら屋外告知

放送で放送を流すといったところが今のところ手いっぱいな状況ではございます。 

 ただ、議員さんからもおっしゃられましたように、ケーブルテレビなどでテロップを流

すことによって、一般の方からの電話の問い合わせは激減するということも考えられます

ので、そういったところは引き続き消防署のほうと協議をさせていただきたいと思ってお

ります。 

 それと、役場総務課の防災担当でありますとか、ケーブルの地域振興公社などとも協議

はさせていただいて、なるべくできるような方向では考えてみたいというふうに思ってお

ります。 
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○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより認定第１号平成２３年度四万十町各会計歳入歳出決算の認定についてを採決し

ます。 

 認定第１号を原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、認定第１号は認定することに決定し

ました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（宮地章一君） 日程第１３ 議案第１００号平成２４年度四万十町本庁 西庁舎

新築工事請負契約の締結について、日程第１４ 議案第１０１号平成２４年度四万十町本

庁 東庁舎新築工事請負契約の締結について、以上議案第１００号から議案第１０１号ま

での２議案を一括議題とします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） それでは議案第１００号と１０１号の提案理由の説明を差し上げ

ます前に、今回、追加で提案を行いました請負契約の議案全体に対する考え方、そして、

今問題になっております国土交通省、また、高知県で行われた談合の問題等について、ま

ず町の考え方を述べさせていただきまして、その後、提案理由の説明を差し上げたいとい

うふうに思います。 

 まず、今回の談合報道に対する町としての考え方でございますが、９月５日に初めて報

道のありました高知県内の談合問題につきましては、今、連日のように新聞等で取り上げ

られている大きな問題でございます。 

 国土交通省の出先機関や高知県の発注の土木工事で、昨年の１２月までとはいえ、４年
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間の長きにわたりまして談合が行われてきたと指摘をされており、また、発注者側からの

情報提供もあり、官製談合とも報道されている事件で、当事者ではありませんけれども、

同じような公共工事の発注者として、四万十町としても残念であり、許しがたい事件でご

ざいます。自分の会社、あるいは他の会社の利益のために談合が行われていましたことは

高知県内の土木業者への信用を失墜させ、発注者側へも多大な迷惑をかける結果というふ

うになっております。 

 現時点での情報は新聞やニュースでの報道しかありませんので、談合を主導したと報道

をされた３社以外には、どの業者がどのような工事で、どのような形で談合にかかわった

かは公表されていないため、かかわったのが１件だけなのか、また数件なのか、また毎回

なのかもわかりませんし、どの程度のかかわりなのかもわかっておりません。 

 現段階は処分案の通知の段階でありまして、今後発表されます公正取引委員会の処分に

よって最終的に決定をされるものというふうに考えております。 

 このことについて四万十町としての対応でございますが、どこかで線引きをしなければ

なりません。町といたしましては９月５日の新聞報道の時点を考えておりまして、その時

点で既に公告、あるいは指名等を行い、正式な手続によって入札、また落札の決定及び仮

契約を済ませたものにつきましては入札の手続、あるいは法的に問題があるわけではな

く、粛々と契約事務を行い、９月６日以降につきましては指名等、新たな契約手続を行わ

ないよう、当面の間、延期といたしておりましたので、今後におきましては高知県、高知

市のように特例要綱を制定し、対応するかなど検討してまいりたいというふうに考えてお

ります。また、現在の入札制度の検証や発注方法などの見直しも含め、検討していくよう

な委員会の設置もぜひ考えてまいりたいというふうに考えているところでございます。 

 今回提案をさせていただきます７つの契約議案につきましては、６件は四万十町のシン

ボルとなる本庁舎建設工事に関係をするものでございまして、平成２４年７月３０日に公

告をし、条件付特定建設工事共同企業体型の一般競争入札で、８月３０日に入札、９月５

日に仮契約を締結したもので、多くの町内業者が契約の相手方となっておりますし、残り

の１件につきましては海洋堂ホビー館四万十町の完成を目指した工事であり、８月２１日

に指名をし、９月６日入札、９月１０日仮契約を締結した工事で、国庫補助金の関係で、

年度を超えて繰り越しができない事業でございます。 

 今回の入札に関しましては、それぞれの業者から独占禁止法の規定に違反する行為を行

っていない旨の誓約書もいただいておりますし、また、先ほど申しましたように、入札の
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手続、あるいは法的に問題があるわけではありませんので、ぜひご理解をいただきますよ

う、よろしくお願いを申し上げたいというふうに思います。 

 それでは、議案第１００号と１０１号の２件について、一括して提案理由のご説明を申

し上げます。 

 今回ご提案申し上げます四万十町本庁新築工事請負契約の締結に係ります２つの議案

は、築後５０年が経過をしたことによります老朽化や、行政部門の分散化等の課題の解決

を図るとともに、合併後６年が経過をした四万十町のまちづくりの拠点、あるいは南海・

東南海地震に備える庁舎としての拠点として、本庁舎整備を行うものでございます。 

 まず議案第１００号西庁舎新築工事でございますが、この工事は西庁舎の主に建築主体

工事でございます。工事内容につきましては、ＪＲ窪川駅西側の面積３，９０１．８２㎡

の敷地に木造鉄骨づくり、鉄筋コンクリートづくりの混構造による３階建てで、木造部分

及び内・外装に町有林の間伐材をふんだんに使用した建物を建築するものでございます。 

 この入札状況についてでございますが、先ほども申し上げましたが、去る７月３０日、

四万十町公告第４０号によりまして、条件付一般競争入札の公告を行いました。その結

果、５社より入札参加の申請がありまして、参加資格等を確認後、８月３０日に競争入札

を行うことといたしておりましたけれども、事前に１社より辞退届が提出をされましたの

で、４社による競争入札に付しましたところ、入交・田邊・郷田特定建設工事共同企業体

が７億７，０００万円をもって落札をいたしましたので、その落札価格に５％の消費税

３，８５０万円を加えました８億８５０万円で工事請負契約を締結しようとするものでご

ざいます。 

 続いて、議案第１０１号東庁舎新築工事でございます。 

 この工事は東庁舎の主に建築主体工事でございます。工事内容につきましては、ＪＲ窪

川駅東側の面積５，３９３．８７㎡の敷地に西庁舎と同様に木造鉄骨づくり、鉄筋コンク

リートづくりの混構造による３階建てで、木造部分及び内・外装に西庁舎と同じく町有林

の間伐材をふんだんに使用した建物を建築するものでございます。 

 入札の状況についてでございますが、西庁舎と同じく条件付一般競争入札の公告を行い

ましたところ、４社より入札参加の申請があり、参加資格等を確認をした後、８月３０日

に競争入札を行うこととしておりましたが、事前に２社より辞退届が提出をされましたの

で、２社による競争入札に付しましたところ、和・生田・松井特定建設工事共同企業体が

６億６，０００万円をもって落札をいたしましたので、その落札価格に５％の消費税３，
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３００万円を加えました６億９，３００万円で工事請負契約を締結しようとするものでご

ざいます。 

 以上２件の工事請負契約の締結につきまして、地方自治法第９６条第１項第５号及び四

万十町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基

づきまして議会の議決を求めようとするものでございます。ご審議の上、ご決定を賜りま

すようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（宮地章一君） 提出者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 下元昇君。 

○１５番（下元昇君） それでは、この２つの案件について、ただいま町長のほうから提

案理由の説明がございましたので、今聞いておりまして何点かお伺いをしたいということ

がありあすので、お伺いをします。 

 まず１点目でございますけれども、今の町長の提案理由の説明の中で、「今回の入札を

行う中で、落札した業者には独占禁止法には触れていない旨の誓約書を書いてもらってい

る」というふうに発言されたかなと思います。いま一度、わからない部分がありましたの

で、誓約書の独占禁止法に関するところで、その誓約書の内容では、例えば今回は本庁舎

の建築部門であります。したがいまして、誓約書の独占禁止法に触れない旨の範囲は、建

築部門についての範囲なのか、あるいは当然土木部門も請け負っておりますので、そうい

った土木部門を含めての独占禁止法には触れていない旨の誓約書なのかちょっとわかりま

せんので、いま一度そこらあたりのご説明を願いたいと思います。 

 もう一点でありますけれども、先ほど町長の提案理由の中でもありましたように、今回

のこの問題、県民・町民、多くの方々も非常に関心事が高い問題であります。そこで、新

聞、あるいはマスコミ等からは連日いろんなことが報道されておりますけれども、その中

で、公正取引委員会の、公取の指摘を受け、高知県は県内の全事業者、５７７社でした

か、に対して、公取からそういった通知を受けたかどうかという質問状を送ったそうであ

りまして、それが既に県のほうにも返ってきているとは思いますけれども、そういった重

要な問題、大事な問題でありますので、県は県として、県下全体の業者にそういった来た

かどうかということを質問をしておりますけれども。 

 そこで、四万十町としては町内業者、土木請負業者、そんなに多くはないと思うんです



- 72 - 

けれども、町内の事業者さんに対しての、そういった公取からの事前通知があったかどう

か、どうですかという問い合わせをしたかしてないか、この２点についてまずお伺いをし

ます。 

○議長（宮地章一君） 副町長渡部睦君。 

○副町長（渡部睦君） ２点のご質問であったと思います。 

 まず１点目は独占禁止法の関係でございます。誓約書の関係でございますが、うちがと

りましたのは独占禁止法の遵守に係る誓約書ということで、工事名、「平成２４年度四万

十町本庁 東庁舎新築工事」といったような工事名を書いて、この工事については独占禁

止法の規定に違反する行為を行ってない旨の誓約書をいただいているところでございま

す。 

 なお、不正な事実が発覚した場合は、その事実に応じて四万十町が行う指名停止・契約

の解除・違約金の請求・損害賠償の請求・その他いかなる措置にも従いますというのを入

れらせていただいて徴収したものでございます。 

 もう一点、２点目でございますが、県は多分５７０社だったと思うんですが、関係の業

者さんに確認をしたということでございます。町も町内の土木業者には処分案の通知を受

け取ったかどうかの確認はしております。 

○議長（宮地章一君） 下元昇君。 

○１５番（下元昇君） もう一点なんですけれども、今日この議案書をいただきまして、

西庁舎・東庁舎、２つの契約が１つ同時に提案されましたけども、ここで改めて見てみま

すと、落札業者の中に既に新聞、あるいはテレビ等を通じて、はっきりと談合があったと

認めた会社がここにございます。そういった、既に９月５日ニュースで出て、翌日の６日

には新聞に大々的に出た業者名もここに入っております。 

 そこで町長にお伺いしたいんですけれども、実際こういった１つの今、社会問題として

この問題が提起されておりますので、そういった状況の中でこの請負契約が提案されまし

たので、あえてお伺いしますけれども、既に新聞等に談合が認められた業者として、ここ

に契約の、落札業者が入っております。こういったことについて、やはり私どもは、議会

としてはこの請負契約についていろんなことを、どういったことを審査するのかというこ

と。４項目ほど重要視するとこはあるんですけれども、その相手方の入札、いわゆる落札

した会社に対する社会的信用。そういったことも一応議会での審査内容では非常に重要視

すべきということがこれまでの事例でもありますので、既にここには、先ほど申し上げま
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したような、はっきり新聞等でも談合したという会社が入っておりますけれども、そうい

った会社がここに落札業者として入ってることについてのいわゆる社会的・道義的な責

任、あるいは信用問題。こういったことについて町長としてはどういった考えを持ってい

るのかについて、お答え願いたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 今回の入札につきましては事前通知の前に入札、あるいは公告が

行われたものでありまして、先ほど申しましたように、談合は行っていないという業者の

誓約書もとっているところでございます。 

 今回の国・県の談合につきましては今、公正取引委員会も調査中でございまして、その

調査の終了後に何らかの処分が行われるものというふうに思っております。その処分で、

議員さんおっしゃられるように、企業の社会的な責任、そういったものも問われ、そして

確定をするというふうに思っております。 

 町の顧問弁護士にも相談もいたしましたけれども、そういった社会的責任、公正取引委

員会から何らかの処分があって、社会的責任が確定をされた段階で町としても指名停止な

どの処分を考えていくわけですが、現段階では談合が行われた当事者であります国、ある

いは県もそういった業者に対しての処分の確定は行っておりません。そういった段階です

ので、町といたしましては、公告から仮契約を経て本契約に至るまでのそういった事務処

理については、契約規則の中でも、本契約に至るまでに例えば指名停止などが行われれ

ば、それは契約を解除することができるというふうになっておりますが、その段階では、

その段階の前でございますので、粛々と事務処理を進めていく、そういう考え方でござい

ます。 

○議長（宮地章一君） 下元昇君。 

○１５番（下元昇君） それでは最後になりますので。 

 今、副町長、町長のほうからも答弁いただきまして、行政側としての気持ちはある一定

は理解できました。 

 しかしながら、私どもも非常にこの問題については、この後、賛成、あるいは賛成でき

ないか態度を示さなくてはなりません。それが議員一人一人に課された責務でありますの

で、それぞれの議員の判断によって判断されると思いますけれども、私個人の意見として

は、やはり高知県、あるいは高知市のほうは一応公取の結果が出るまでは、既に入札が終

わったものであるにしても一時保留にしようと、そういうことが報道されておりますの
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で、私個人としては四万十町としてもある一定の期間、例えば今言ったように、公取の結

果が出るまではこの案件を出すのを控えてほしかったなというのが私の本音でございま

す。これは私の気持ちでありますので、特に答弁は要りませんけれども、そういった私の

気持ちを最後に伝えて、質疑を終わります。 

○議長（宮地章一君） 田邊哲夫君。 

○３番（田邊哲夫君） 議案質疑をしたいと思いますけれども。 

 １００号、１０１号については先ほど提案説明があって、町長にお聞きしたいのは、今

まで予定価格を事前公表して入札をしたという経過があって、最近の事業は予定価格の公

表しないという結果が今回幸いといったら語弊がありましょうか。西庁舎の新築工事では

３回入札が行われるということは、予定価格を公表してなかったほうがやはり競争の原理

が働いて、非常に積極的に業者さんも設計、落札価格を一生懸命努力した結果ではないか

なというふうに私は考えますが、町長として予定価格公表しなかった、したということの

考え方、今回どう思えるのかという点と、できるだけ町内産を活用せよということで、町

も議会も積極的にそういう動きで来たわけですが、かなりの量の、外壁・内壁等でヒノキ

の縁甲板、板張り等が使われる設計の内容になってます。 

 ただ心配するのは、過去の木造づくりについては、乾燥不足によって、最初は、新築当

時は大変ヒノキのいい香りがして良かったのですが、だんだん乾燥が不足して板がそりく

り返ったりということがありましたが、そういった面で、契約以降しっかりとした乾燥を

した材が活用されるという見通しがあるのかどうのなのかについて、お尋ねをいたしま

す。 

○議長（宮地章一君） 副町長渡部睦君。 

○副町長（渡部睦君） お答えします。 

 まず予定価格を公表しないということでございます。今年の８月から行います入札につ

いては、議会へ提案する５，０００万を超える工事につきましては予定価格を公表せずに

執行していこうということで決めました。 

 これは、それこそ去年の６月だったか、９月だったか、臨時議会だったかちょっと忘れ

ましたが、契約議案のとき、「予定価格を公表すると高どまりになる」とかいったような

話もありまして、予定価格の公表については今現在、国、国土交通省、総務省も公表しな

いようにといったような通知も来ているところでございます。うちとしては、今までずっ

と公表しておりましたので、それについてどうかということで庁内で協議をした結果、
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５，０００万を超える大きな工事については、ある一定業者も積算の能力も当然あろうと

いうこともあります。 

 ただ、まず１回目に入札をしました打井川の体育館の耐震等改修工事につきましては、

予定価格は公表しておりませんでしたので３回入札をやりましたけど、不落になったとい

うことで、今回、１か月遅れの今回の提案になったということでございます。 

 ただ、やはり町としても業者さんの力量、積算能力もやっぱり求めていくといったこと

がこれからは大事になってくるんじゃないかなということで、当面５，０００万超える工

事については、予定価格が５，０００万超える工事については、予定価格の公表を事後の

公表とさせていただいたところでございます。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） 企画課長森武士君。 

○企画課長（森武士君） 乾燥の件でお答えをしたいと思います。 

 今回、西庁舎・東庁舎ともに木造と鉄筋コンクリートの混構造ということで設計をして

おります。木材の使用量が約、製材後で６００㎥を超えておりますが、大規模建造物とい

うことで、建築確認のハードルも非常に高いものがあります。その中で確か含水率が１

５％以下に抑えるといったこともありまして、町内のＪＡＳ認定をとっている製材業者さ

んのほうに乾燥のほうもお願いをしておりますので、議員ご指摘の乾燥不足というところ

は十分クリアできるというふうに確信をしているところです。 

 以上です。 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

 堀本伸一。 

１０番（堀本伸一君） 先ほどの質疑の内容等々で大分わかったわけですけれども、私、

耳が聞こえませんので、もう一度私なりに確認をしておきたいというふうに思います。 

 今回のこの議案に対しては、私、請負に関しての質疑に立ったのはこれが２回目であろ

うというふうに思います。ほとんど質疑は行わずにこれまでは認めてきたという経過があ

るわけですけれども、今回、談合ということでやっぱり報道、新聞等かなりこれ、にぎや

かな状況になっておりますよね。社会的な問題というような状況でニュースされておるわ

けですけれども。 

 そういった状況の中で、私、わかりやすく確認したいのは、要するに町としては、談合

された業者は県の事業の関係のことであって、四万十町の事業ではないから関係がない
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と。つまり法的にも問題がないから、今回粛々と提案をするという内容であろうかなとい

うふうに思うがですが、それは間違いないでしょうか。 

 例えば私も議会という立場の中で非常に今回については質問に立つだけ、やっぱりいろ

いろな感じで悩んでおります。悩んでおるというのは、結局どうしたらええかということ

でなしに、非常に明快な心情が述べにくいというような状況のものがあるわけですけれど

も、一番大事なのは、我々は結局その業者の、その会社の信頼ということと、請けた、契

約をされた業者がその工事を無事に結局完成さす、履行する能力があるかと、この２点が

１つの議会からの視点であろうというふうに思うわけですけれども、これが県の事業とは

いえ、町長、談合ということがこのたび明快、表に出たという状況になりますと、どうで

しょうかね。建設業者、建築業者、つまり業者関係で談合の刑というのはやはり一番重い

わけですから、これは。そのことが判断材料とされるときに、単なる県の事業であって、

四万十町が発注した町の事業ではないということだけにとどまった認識で、町はええのか

なと、ここを私は悩みますよ。自分が議決することを余り悩みようわけでなし、ここを悩

んで、さらにはそういったことが町政にどう影響するのかという状況を悩んでおるわけで

すけれども。私は執行部ではありませんけれども。 

 この庁舎というのはやはり長い時間と経過をかけて、やっと四万十町のシンボルとされ

る庁舎ができるわけですから、そういった四万十町始まって以来の、こういった仰々しい

ニュースの中で、いいのかな、それでという社会的な問題等々がありますね。 

 だから、そこを踏まえて、もう一度わかりやすく。四万十町では事件を起こしてないか

らええ。さらには県下３６社の業者。その中でもＡ級ランクの業者でしょう２１業者に絞

って、公正取引委員会は調査に入り、結局通達をするというふうに言ってますので、その

通達をした業者が本町の中にもおるかもしれない。おると思います、私は。その中で、ど

うでしたかという確認は最低限町としてとる必要がある。そこも聞いてみないかんなとい

う思いをしておりましたけれども、それは先ほど副町長のほうから確認はしたと、そのこ

とがどうであったかという確認はしたと。どういった返事でしたかということは、なかな

か触れられないのかなというふうに思うわけですけれども、そういったことも併せて、本

来、町長、じゃ、もう少しそういった県の意向や国の意向、公正取引委員会の意向が煮詰

まるまで、１か月、２か月この問題を保留にして、明快なものが出てからという体制をと

るに、町に対してどれだけの損害があるのか、その２点を教えてください。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 
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○町長（髙瀬満伸君） 損害の関係については副町長のほうから答弁をいたしますが、ま

ず基本的な考え方でございますが、町としては、この工事が町の工事で、談合が行われた

のが国・県の工事であるから全く関係ないと、それを主に今回提案をしたものではござい

ません。 

 確かにそういうこともあろうかと思います。現に国のほうでも、今回、国土交通省の工

事で談合が行われたわけでございますが、他の省では、公正取引委員会の判断が出てない

ので、粛々とこれまでどおりの入札、契約を行っていくという省庁もあるという情報も入

っております。確かにそれは１つの判断材料にはなろうかと思いますけれども、一番は法

的に問題がなかったかどうか、その事務手続に誤りがなかったかどうか、私はそれを一番

判断の基礎にすべきではないかなというふうに思っております。 

 議員さんおっしゃられましたように、確かに今回の談合事件という非常にタイミングが

悪い中で、町民の皆さんもいろいろ感情的なものもおありと思います。それは十分理解も

できますし、尊重をすべきというふうには思っておりますが、行政を遂行する上での判断

といいますのは、法的に問題がないのか、あるいは事務処理の手続に瑕疵がないかどう

か、そういった行政の手続に不備があったのかないのか、そういったことも非常に重要で

あろうというふうに思っております。 

 今回のように非常にタイミングが悪く、微妙な段階で非常に難しい選択肢を迫られる場

合は、特に私は行政の規範となります法令、あるいは条例等で判断をして、法的手続にの

っとって粛々と手続を進めていくことが、かえって混乱を引き起こすことのない方法では

ないかな、そういった判断のもとで今回この提案をさせていただいたところでございま

す。 

○議長（宮地章一君） 副町長渡部睦君。 

○副町長（渡部睦君） なぜ公正取引委員会の処分が出るまで待てなかったのか、待たな

かったのか、それによってどういう影響があるのかといったご質問ではなかったかなとい

うふうに思っております。 

 新聞報道等では、公正取引委員会の結果が出るには１か月から２か月といったような報

道がされております。一般的にはその後、国土交通省、それから高知県が、国土交通省が

処分を決定した後、その後、高知県が指名停止処分、それから違約金等の徴収などの処分

を行うといった段取りになると考えられます。町の指名停止処分はその後、県と国土交通

省が処分した後、四万十町が指名停止処分をするということになります。 
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 それから、もしですよ、提案せずにそのまま置いた場合、それで町が指名停止をすれば

仮契約の解除の理由になりますので、それから解除をした後、初めて改めて入札を行うと

いうことになろうと思いますので、当然本契約を行うまでには早くても３か月以上はかか

ると見込まれます。 

 これらの影響でございます。何も影響もないということであれば３か月、４か月待って

も構んというふうにも思うわけですが、その前段で、うちとしては９月６日、５日の時点

までの分については粛々とやりますよという方針は立てておりますが、もし処分が出るま

で待ちましょうということになった場合、当然工期内の完成、それから今年予定している

工事、庁舎についても今年は免震工事まで済ませたいという計画で行っております。当然

工期内に、年度内に済まない打井川の小学校については国庫補助金の対象外になります。

それから庁舎については今年、社会資本整備総合交付金をいただくようになっておりまし

て、そのお金が、交付金がいただけなくなるといったことも予想されます。 

 それから、仮契約のままに置きますと、当然６件、７件全部置くわけでございますの

で、各業者さんも当然契約保証金に係る金融機関等の保証書等も提出していただいており

まして、当然それについても掛金はかかっていくだろうといった思いもございます。 

 そういった状況でございますので、町としては先ほど言いましたように、法的な問題な

いということであれば、９月５日時点を境にして手続を進めていきたいというのが町の考

え方でございますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 橋本保君。 

○９番（橋本保君） だんだんに聞いて、一定の理解はできるわけであります。 

 ただ、９月６日に高知新聞に「県内の官製談合を認定」という形の新聞が、大きく報道

をされて、それを受けて県は独自の調査を行ったということで、１９日の新聞にですか、

それについての内容についても出ておったわけですが、併せて、高知市内においてもそう

いった作業をしたと。四万十町においても町内の業者さんに公正取引委員会からのそうい

う通知があったのかどうか、そういったことを含めて調査をしたという内容であります。

それで、一定の業者さんの特定は、町内ですよ、できているのかなという感覚は持ってお

るわけです。それと、今回のいわゆる庁舎の入札については一切談合がありませんでした

という誓約書をとっているという中身であります。 

 その中で、例えば先ほども言いましたように、虚偽の報告、誓約であった場合には当然

取り消しの対象になるということを明確にされておりますが、そのことをきちっともう一
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度確かめておきたいということと、それから、法的に何ら問題はないと。９月５日までに

やっていることだから法的に問題はないということで、粛々とこの入札の契約は進めてい

くんだという町の姿勢であります。 

 ただ、確かに法的には誤りがないだろうというふうに私もその時点までは思います。た

だ、これから、その中で、町長は法的にと言いますが、その以前に、法的の以前に、やは

り私は町民に対するものはどうなのかという考え方を持つべきではないかなというふうに

１点は思うわけです。 

 １つには町長は１万９，０００人のいわゆる町民の親であり、リーダーであります。そ

のことに思いを、法的以前に、やはり思いをはせるべきであるというふうに思います。そ

ういう中で地方自治法には、町長、第２条の１４項でこういうことを書いております。

「地方公共団体は、その事務処理に当たっては、住民の福祉の増進に努めるとともに、最

少の経費で最大の効果を上げるようにしなければならない」というふうに書いておりま

す。 

 そういったことで、それと、四万十町の最高規範であるまちづくり基本条例。この中

に、１６条、町長の責務として、「町長は、住民福祉の向上を基本とし、公正かつ誠実に

任務を遂行しなければならない」とあります。談合は独占禁止法にある予算の適正な執行

を阻害し、町民の利益を損ねる行為であることは十分承知のとおりだというふうに思いま

す。 

 その談合業者と契約をする。いわゆる認定をされて、今、調査が入っておるわけであり

ます。そういう談合をしたかもわからない業者と今回庁舎の契約を結んでいくということ

は、住民福祉の向上、あるいは公正かつ誠実にこの町政の任務を遂行しているのかどうな

のか、そういったことを非常に私は思うわけであります。町長として、そういったことを

どういうふうに捉えているのか。その辺のことをやはり明らかにしていただきたいという

ふうに思います。法的には誤りのないということでやっています。 

 私は住民の皆さんにもいろんな話を聞きます。そういう中で有識者の皆さんにも、何人

かにこの問題についてお尋ねをしてきたところです。そういう中では、今回の問題につい

ては「一時保留をするべきじゃないか」というのが大半の意見でありました。そういう中

で、何が何でも今回提出をして、通さなければならないというその内容がどうしても理解

できないということでありますので、その辺についてお伺いしたいというふうに思いま

す。 
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○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 議員さんおっしゃられるとおり、この提案については町民の皆さ

んもいろんな思いはお持ちであろうというふうに思っております。 

 先ほどの１０番の議員さんのご質問にもお答えもいたしました。いろんな町民感情、感

情的なものもあろうかと思いますが、やはり私は、こういった非常に難しい選択肢を迫ら

れた場合には、やはり法令、あるいは条例、そういったものを基本として、行政としては

どう判断すべきかなという、これが一番誤った判断をしない１つの規範であろうというふ

うに思っておりまして、今回も非常に悩んだところでございますけれども、先ほど来より

ずっと申し上げておりますように、条例、町の契約規則等々照らし合わせて考えてみた場

合に、やはりそういった感情的なものに流されることなく、あくまでも法令、条例等に照

らし合わせて、この入札の行為が適正であったかどうか、事務的に瑕疵がなかったかどう

か、そこが１つの判断であろうというふうな感じで、今回、提案に踏み切ったところでご

ざいます。 

 確かに公平・公正な行政というものは大切でございますけれども、公平・公正な行政と

いうものは法的に違反をしない、法をまず遵守をして物事を行っていく、行政を行ってい

く。それが私は公平・公正な行政のあり方ではないかというふうに思っているところでご

ざいます。確かにいろいろご意見もあろうかと思いますし、また、契約の延期はできない

かという意見もあろうかと思いますが、契約の延期という行為については何らかの正統な

理由がなければならないというふうに思っております。今回の入札については、先ほど来

より申し上げておりますとおり、事務手続等で何ら問題があったとは考えられませんの

で、延期をすることは考えていないところでございますが、現段階では新たな公告、ある

いは指名の通知を行う入札については、この時期にあえて行う必要もございませんので、

私の政治的な判断で、当分の間見合わせることといたしているところでございます。 

○議長（宮地章一君） 副町長渡部睦君。 

○副町長（渡部睦君） すみません。事前通知の関係でございますが、町内の土木業者全

社に確認をとっております。 

 それから独占禁止法の遵守に関する誓約書の件でございますが、ちょっと間違ってもい

けませんので、読まさせていただきます。１例でございますので。文面としては、工事名

が入ります。「平成２４度四万十町本庁 東庁舎新築工事」といった工事名が入りまし

て、の受注に関し、独占禁止法、これ（私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法
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律。昭和２２年法律第５４号）とのことを言うということでございますの規定に違反する

行為を行っていないことを誓約します。後日、談合等の不正な事実が発覚した場合は、そ

の事実に応じて四万十町が行う指名停止、契約解除、違約金の請求、損害賠償の請求、そ

の他いかなる処置にも従いますということで出させていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 橋本保君。 

○９番（橋本保君） 町長は法令、条例を遵守することが公正で誠実な任務を遂行できる

というふうに捉えているようでありますが、 

 では、先ほど言った、町長、例えば自治法とか基本条例の１６条に書かれてる住民福祉

の向上をどう捉えているのか。住民福祉の向上というのは、広義の意味で捉えれば、やは

りこういった談合の疑いのある業者と契約をすることは、これ、住民福祉の向上につなが

っていきますか。私は住民福祉の向上いうのは、広い意味でやはり住民の幸せをあくまで

も追求をしていく。それは低税的な面も含めて、いわゆる負担も含めて、そういうことを

追求をしていくのが住民の福祉だというふうに捉えております。そういう中で、今回そう

いう疑いのある業者と結ぶことによって、いろんな意味でマイナスの要素が発生をしてく

るわけであります。そういう中で、条例とか法令いうのは言葉では簡単に言えますけど、

やっぱりそういう基本的な部分を捉えて、きちっと対応していかなくてはならないんじゃ

ないかなというふうに思います。 

 それから、特定が副町長、できているわけですよね、通知をして。うちの業者さんに特

定をして、通知を、例えば公取委員会から通知が来てましたかと。それを、来てましたと

いうことの特定はできているわけですね。ですよね、はい。そういう中で今回こういう議

案が提出されてきたということは、非常に私にとっては難儀な思いをしているところであ

ります。そういった中で、過日の一般質問でも、この談合問題は許されるべき行為ではな

いと議論をしてきました。執行部も談合業者については「許されるべき行為ではない」と

断じております。 

 今回の談合問題は、平成１９年１２月から２３年１２月までの４年間に限定をしており

ます。いつからこういう談合が繰り返されていたのかは、本当に不明であります。４年間

だけが今回は調査の対象ということであります。四万十町においても平成１９年から２３

年までの数件の入札が、この間見せたように、この記録を見ると、談合業者が参加をし

て、談合の疑いを持った業者が参加をしております。おい、これは大丈夫かよとうがった
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見方をすることが私はできるのではないか、これが業者に対する信用の問題であります。

執行部はその点について、どのような見解を持っているのか、その点についてお聞かせを

いただきたいというふうに思います。 

（○３番田邊哲夫君「議長、質疑じゃないと思いますので、議

長が考えてほしいと思います」と呼ぶ） 

○議長（宮地章一君） いや、非常に大事な課題だと認識をしておりますので、ある一定

質疑を超える分もあろうかと思いますが、お互いに意見を述べていただきたいという判断

で今進めております。 

 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 議員さんおっしゃられるとおり、まちづくり基本条例、あるいは

地方自治法でもやはり住民の福祉の向上、それが地方自治体の大きな責任であるというこ

とは私も十分承知をしております。住民の目線に立った行政でなければならないというふ

うには思っているところでございますが、やはり行政の、行政事務を進めるに当たって

は、一番の基本になるのは、私は条例、あるいは法令、そういったものであろうというふ

うに思います。 

 確かに住民の皆さんの感情的なものはあろうかと思います。私もこの提案をするに当た

りましては、非常に自分でも悩みました。延期をしたらどうかというようなご提案もある

中で、そういった趣旨も考えた、そういったことも考えたところでございますが、やはり

その判断をするに当たっては感情的なものに流されることなく、行政はやはり法令、条

例、そういったものを遵守をすると。それが行政の１つの大きな基本でもありますので、

それにのっとって判断をすることが、町民の皆さんから確かに批判はあろうかもしれませ

んけれども、行政の進めるべき手法であるというふうに判断をしたところでございます。

 いろいろ今回のこの件については町の行政、これからの影響も、もし延期をすれば出て

くるでありましょうが、そういったものは一切考えることなく、あくまでも基本である手

続なり入札なりが法に照らし合わせて適正であったのかどうか、その手続において行政上

の瑕疵はなかったのかどうか。そして、先ほど議員さんもおっしゃられましたけれども、

この企業の社会的責任、そういったものはどう考えるかということについても、公告ある

いは入札の指名、そういったものが行われておりましたので、それについては粛々と町が

判断を、指名停止なりの判断を下すまでは粛々と進めるべきではないか。そういった判断

のもとで今回提案をさせていただいたところでございます。 
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○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより議案第１００号について討論を行います。 

 討論はありませんか。反対討論からお願いします。 

 橋本保君。 

○９番（橋本保君） 私は本議案に反対の立場で討論を行います。 

 公正取引委員会は９月５日、県内官製談合を認定し、県内３６業者に処分案を通知して

おります。 

 それを受け、県も独自の調査で３６業者を特定し、着工前の事業や今後発注をする契約

を保留し、事実上の指名停止にしております。高知市も県に準じ、同様の措置をとってお

ります。本町においても町内業者を特定したが、県や高知市に準じた取扱とならず、今回

追加議案として提案をされております。 

 我々数人の議員は県や高知市に準じ、公正取引委員会の処分が正式決定するまで一時保

留してはどうかの提言をしてきたところでありますが、それを無視して提案されたことは

まことに遺憾であり、執行部の見識を疑わざるを得ない。執行部は町民本位の行政を標榜

しながら、下情の声を無視した、民意とかけ離れた姿勢を貫こうとしている。今回提案は

通常の契約議案ではない。独占禁止法で制限されている最も悪質な違反行為を数年にわた

って繰り返してきた業者との契約である。 

 過日の一般質問でもこの問題を取り上げてきた。その中で執行部も談合行為については

悪質な行為と認めているし、談合の温床ともなりかねない地域密着型についても一定の見

直しを示唆している。執行部も合併以降の入札記録を見れば、一定の規則性が働いている

ことは承知のはずである。しかし、地域への経済効果という美名のもとに、見て見ぬふり

をしてきたことも事実である。 

 我々は３月議会で執行部のなれ合い体質を指摘してきた。今回、談合問題が指摘され、

改善するにいい機会だと捉えた。しかし、執行部は相変わらず業者をかばい、業者優先の

姿勢をとっている。なぜこれだけの批判を覚悟で今回提出してきたか、私には理解できな

い。ただ、確実に言えることは、この議案が可決されれば取り返しがきかないということ

であります。町長も議員も住民の直接選挙によって選ばれている。立場は違うが、ともに
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住民福祉の向上を目指している。執行部に過ちがあれば、それを正していくのが我々議員

であり、その役割を担っている。 

 今回の提案は業者の利益を優先し、町民全体の利益を置き忘れている。ゼネコンが入れ

ば地域経済が疲弊するなど理由をつけているが、本質を見失ったもので、多くの町民の理

解を得ることはできない。よって本議案に対し反対をするものである。 

 以上であります。 

○議長（宮地章一君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。 

 中屋康君。 

○５番（中屋康君） 私はただいま提案されました議案第１００号並びに１０１号におけ

る本庁舎新築工事請負契約並びに関連する請負契約の締結について、本案を可決する意思

において討論を行います。 

 既に承知のとおり、去る９月５日のマスコミの報道によりますと、「公正取引委員会

は、国土交通省及び高知県が発注した平成１９年１２月から平成２３年１２月までの期間

において官製談合があったとの認定方針を固めた」という報道でありました。このような

報道の背景を受けての今回の議案審議ということであります。 

 本庁舎に関する入札は、先ほど来町長の報告のとおり、入札は、８月３０日に落札がさ

れたわけでありますが、今回の公正取引委員会が取り上げた官製談合の報道の関する件

は、マスコミ報道、または先ほど来からの町からの関連説明等から判断をいたしますと、

公正取引委員会が疑いを示したのは国土交通省の高知の工事、あるいは土佐国道事務所並

びに高知県発注の土木一式の工事であるということで新聞等の報道がございました。加え

て申しますが、建築一式の工事は含まれてないということであります。 

 また、認定されようとする期間は、先ほど申し上げました平成１９年１２月から平成２

３年１２月までの間であるということであります。それ以降についての認定の行為は、認

定をされてないということになっております。 

 しかるに、今回議案提出の、一連の入札に関する請負契約は建築一式の工事であり、町

の発注工事ということでありますので、今回公正取引委員会の指摘する国土交通省と県の

発注に関する土木一式工事とは峻別をして我々は、議会は判断をすべきであると考えま

す。 

 また昨日、９月２０日の高知新聞によりますと、高知市においてこの関係する入札の考

え方、「９月２１日以降の入札から、排除措置に関する事前通知を受けた契約を保留す
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る」との発表をしております。現在は公正取引委員会からの排除措置命令が出てない段階

でもあり、また、その間において、関係する業者からは審判請求が出される行為も考えら

れることから、行政処分が出ますのは、先ほど来の町の発表のとおり、１か月から２か月

先ということに考えられるということであります。それまでは談合とされる行為も、認定

ということには相成らんという考え方に立つということであります。 

 加えまして、本工事は東庁舎・西庁舎、合わせて４社の地元の業者が構成員となって参

入をしております。地元経済における影響、大変多大なものがあります。また、関係する

地元の下請け業者の発注の機会を大きく広げることになります。今回の町内業者における

直接、あるいは間接的な雇用は数百人に及ぶと。そういうことも考慮をしつつ、粛々と庁

舎建設工事等に着手すべきであると私は考えます。議員各位のご賢察とご判断を仰ぎ、私

の賛成討論を終わります。ありがとうございました。 

○議長（宮地章一君） ほかに討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ほかに討論がないようですので、これで討論を終わります。 

 これより議案第１００号平成２４年度四万十町本庁 西庁舎新築工事請負契約の締結に

ついてを採決します。 

 議案第１００号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立多数です。賛成者１２名です。酒井祥成君、竹内常喜君、林

健三君、山岡義正君、田邊哲夫君、岩井優之介君、岡峯久雄君、吉村アツ子君、下元真之

君、中屋康君、山上利嗣君、緒方正綱君、以上です。したがって、議案第１００号は原案

のとおり可決されました。 

 これより議案第１０１号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１０１号平成２４年度四万十町本庁 東庁舎新築工事請負契約の締結に

ついてを採決します。 

 議案第１０１号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立多数です。賛成者１２名です。賛成者、酒井祥成君、竹内常

喜君、林健三君、山岡義正君、田邊哲夫君、岩井優之介君、岡峯久雄君、吉村アツ子君、

下元真之君、中屋康君、山上利嗣君、緒方正綱君、以上です。したがって、議案第１０１

号は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩します。 

            午後４時１２分 休憩 

            午後４時２５分 再開 

○議長（宮地章一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（宮地章一君） 日程第１５ 議案第１０２号平成２４年度四万十町本庁 西庁舎

電気設備新築工事請負契約の締結について、日程第１６ 議案第１０３号平成２４年度四

万十町本庁 東庁舎電気設備新築工事請負契約の締結について、日程第１７ 議案第１０

４号平成２４年度四万十町本庁 西庁舎機械設備新築工事請負契約の締結について、日程

第１８ 議案第１０５号平成２４度四万十町本庁 東庁舎機械設備新築工事請負契約の締

結について、以上議案第１０２号から議案第１０５号までの４議案を一括議題とします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） それでは議案第１０２号平成２４年度四万十町本庁 西庁舎電気

設備新築工事請負契約の締結について、議案第１０３号平成２４年度四万十町本庁 東庁

舎電気設備新築工事請負契約の締結について、議案第１０４号平成２４年度四万十町本庁

 西庁舎機械設備新築工事請負契約の締結について、議案第１０５号平成２４年度四万十

町本庁 東庁舎機械設備新築工事請負契約の締結について、以上４つの議案につきまし

て、一括して提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回ご提案申し上げます４つの議案は、先にご提案をいたしました本庁舎新築工事に付

随して行われる各種設備の工事をするものでございます。 

 まず議案第１０２号西庁舎電気設備新築工事についてでございますが、工事内容につき

ましては西庁舎の電灯、動力、自家発電、受変電設備等の電気設備一式の整備を行うもの

でございます。 

 入札の状況についてでございますが、去る７月３０日、四万十町公告第４２号によりま
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して、条件付一般競争入札により公告を行いましたところ、４社より入札参加の申請があ

り、参加資格等を確認後、８月３０日に競争入札に付しました。 

 その結果、日化・是信特定建設工事共同企業体が２億４，０００万円をもって落札をい

たしましたので、その落札価格に５％の消費税１，２００万円を加えた２億５，２００万

円で工事請負契約を締結しようとするものでございます。 

 次に、議案第１０３号東庁舎電気設備新築工事についでございます。 

 工事内容につきましては東庁舎の電灯、動力、自家発電設備等の電気設備一式の整備を

行うものでございます。 

 本契約につきましても条件付一般競争入札により公告を行いましたところ、４社より入

札参加の申請があり、同じく８月３０日に競争入札を行うことといたしておりましたが、

事前に１社より辞退届が提出をされましたので、３社で競争入札に付しましたところ、日

興・土居特定建設工事共同企業体が１億１，８００万円をもって落札をいたしましたの

で、落札の価格に５％の消費税５９０万円を加えた１億２，３９０万円で工事請負契約を

締結しようとするものでございます。 

 次に、議案第１０４号西庁舎機械設備新築工事でございます。 

 工事の内容につきましては、西庁舎の給排水、空調、合併浄化槽設備等の機械設備一式

の整備を行おうとするものでございます。 

 本契約につきましても条件付一般競争入札により公告を行いましたところ、２社より入

札参加の申請があり、同じく８月３０日に競争入札に付しまして、日化・横山特定建設工

事共同企業体が１億６，３００万円をもって落札をいたしましたので、その落札価格に

５％の消費税８１５万円を加えました１億７，１１５万円で工事請負契約を締結しようと

するものでございます。 

 次に、議案第１０５号東庁舎機械設備新築工事についてでございます。 

 工事の内容につきましては東庁舎の給排水、空調設備等の機械設備一式の整備を行うも

のでございます。 

 本契約につきましても一般競争入札により公告を行いましたところ、２社より入札参加

の申請があり、同じく８月３０日に競争入札に付しました。 

 その結果、四電工・岩本商店特定建設工事共同企業体が１億１，５６０万円をもって落

札をいたしましたので、その落札価格に５％の消費税５７８万円を加えました１億２，１

３８万円で工事請負契約を締結しようとするものでございます。 
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 以上、４件の工事請負契約の締結につきまして、地方自治法第９６条第１項第５号及び

四万十町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に

基づきまして議会の議決を求めようとするものでございます。ご審議の上、ご決定を賜り

ますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（宮地章一君） 提出者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 田邊哲夫君。 

○３番（田邊哲夫君） 議案１０４号と１０５号、西庁舎機械設備新築工事請負と東庁舎

の機械設備新築請負工事について、入札記録を配付してもらってます。 

 町長、私もこの入札請負については一貫して質疑をしてきたもんですが、大事な血税を

使っての請負工事ですので、そういう観点から質問してみたいと思うわけですが、大変四

万十町内のあらゆる業者さんが仕事が少ないという中で、今回、町内の業者、共同企業体

を組んでますが、２業者による東・西庁舎の機械設備新築工事です。 

 結果は、見れば１社がとって、次の工事はもう一社がとるという、非常に当たり前とい

うか、これは入札参加業者が少ないがゆえにこういう結果になったんだろうというふうに

私は推測をいたしますが、こういう入札のあり方について、町長、どうお考えでしょう

か。 

 ほかの町内の業者がどれぐらいおられるかわかりませんが、私が、入札参加できる業

者、どれぐらいおるかわかりませんが、もう少し、競争入札であれば数を増やして入札に

参加してもらうような努力をしないと、特にあとの１０４号ですか、落札した業者、次の

入札では予定価格を超える、当然入札ですので、超えることも想定されますが、最初の、

手前でとったのは予定価格以内、次のは大幅に超える入札金額を入れてるわけですが、こ

ういう結果を見たときに、２業者であれば本当の競争入札という概念からは、私は外れる

んじゃないかなというふうに思いますが、それは私の推測ですので、町内、参加できる業

者、もうほかになかったんでしょうか。その点をお伺いしたいと思います。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 今回の電気設備、機械設備につきましては、できるだけ町内の業

者にも参加をしていただきたいということであったわけですが、県内の企業にも門戸を広

げまして、その県内の企業、そして町内の企業が参加をできるような体制づくりというこ
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とで、非常に多くの業者の入札参加もこちらとしても期待もいたしておりました。結果的

にこういう状況になったわけでございますが、それはいろいろと理由もあろうかというふ

うに思っております。 

 今、町内ではこの機械設備の関係、かなりの工事が発注もされておりまして、そことの

兼ね合いもあったということもあるでございましょうし、また、施工管理技術者、それの

配置の問題等もあったというふうに思っております。結果的に非常に、２社の参加でござ

いまして、これが、競争原理が働いたのかどうかということについては、私も非常に残念

に思っております。 

 これからのこういった工事の入札については、一般質問の中でも申し上げましたけれど

も、やはり地域密着型、そういったところも１つ見直しもしまして、競争原理が働くよう

な入札の方法、そういったものも考えていかなければならないのではないかなというふう

に反省もしているところでございます。 

○議長（宮地章一君） 田邊哲夫君。 

○３番（田邊哲夫君） 今、町長から答弁いただきました。 

 町長はそういう考えでしょうし、私はできるだけ、地元が仕事がない中で、できるだけ

参加をしていただいて、地元が入札参加をし、落札するという形態が一番望ましいとい

う、基本的には思ってますが、今の町長の答弁の中ではいわゆる技術者が、数が少ない

と。町内で、いろんなところで仕事をしてる関係でということのようですが、当然業者さ

んも庁舎の工事が発注されるというのは事前にわかっていることでもあろうし、また、町

もやっぱり積極的に、大きな事業ですので、業者さんも参入しやすい、そういう指導も、

町長、おらんから、結果そうでしょう。結果はそうでしょうが、やっぱり業者さんにも指

導しながら、技術者を養成してくれというのを事前にお願いしておけば、ひょっとしたら

もう少し業者さんも参加をしてくれるのではないかなというふうに思います。 

 町長、本当に結果、残念ながですよ。１回で落札してます。１０３号も予定価格オーバ

ーでしょう。だから１社が予定価格内だったので落札。次の入札、時間置いてやったの

も、前の業者がとってますので、予定価格よりオーバーした予定価格、金額入れる、１社

が予定価格より下だったので落札するという。結果ですので、言いませんが、何かそこら

あたり、やっぱり競争原理が働かないというのは結果、出てると思うがですね。今後はそ

ういった意味で、町内業者育成という観点から、不足がするのであればそういう指導もし

ながら、技術者の養成をしてくれというのがやっぱり行政の私は役目ではないかなと思い
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ますが、再度、よろしくお願いします。 

○議長（宮地章一君） 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 地域密着型を町として大事にしてきたのは、町内業者の育成とい

うことも視野に入れての手法でありました。 

 しかし、競争原理の観点から考えれば、そういったこともすべて地域密着型でいいのか

どうか。その反省もしなければならないと思いますし、また、議員さんのご指摘のありま

したように、地域密着型の本来の目的、町としての考え方、そういったものも機械、ある

いは電気の町内の組合があるわけでございますので、そちらのほうに私も出かけまして、

直接町としての考え方等も述べさせていただきたいというふうには思っているところでご

ざいます。 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を打ち切ります。 

 これより議案第１０２号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１０２号平成２４年度四万十町本庁 西庁舎電気設備新築工事請負契約

の締結についてを採決します。 

 議案第１０２号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、議案第１０２号は原案のとおり可決

されました。 

 これより議案第１０３号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１０３号平成２４年度四万十町本庁 東庁舎電気設備新築工事請負契約
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の締結についてを採決します。 

 議案第１０３号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

  

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、議案第１０３号は原案のとおり可決

されました。 

 これより議案第１０４号について討論を行います。 

討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１０４号平成２４年度四万十町本庁 西庁舎機械設備新築工事請負契約

の締結についてを採決します。 

 議案第１０４号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、議案第１０４号は原案のとおり可決

されました。 

 これより議案第１０５号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１０５号平成２４年度四万十町本庁 東庁舎機械設備新築工事請負契約

の締結についてを採決します。 

 議案第１０５号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、議案第１０５号は原案のとおり可決

されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（宮地章一君） 日程第１９ 議案第１０６号平成２４年度旧打井川小学校校舎耐
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震補強及び改修工事（建築主体）請負契約の締結についてを議題とします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 町長髙瀬満伸君。 

○町長（髙瀬満伸君） 議案第１０６号平成２４年度旧打井川小学校校舎耐震補強及び改

修工事（建築主体）請負契約の締結につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。 

 本工事は四万十町ホビー館の来館者が想定を大幅に上回り、現状の施設では非常に狭い

という上、企画展示スペース、体験スペースの確保等に苦慮をしておることから、創作活

動の体験、企画展示等を充実をし、さらなる集客力の向上、施設の滞在時間の延長を図る

ことを目的に、旧校舎の耐震補強及び改修工事を実施しようとするものでございます。 

 この耐震補強及び改修工事の工事内容につきましては、鉄骨づくり２階建ての耐震補強

工事と、改修工事といたしまして、外部は屋根及び外壁の改修、ステージの設置等、内部

につきましては模様替えの施工を行うことといたしております。 

 工事の入札状況でございますが、８月２１日付で県内８社に指名通知を行い、９月６日

に指名競争入札に付しました結果、ミタニ建設工業株式会社が７，６５０万円を持って落

札をいたしました。この落札の価格に５％の消費税３８２万５，０００円を加えました

８，０３２万５，０００円で本工事の請負契約を締結しようとするもので、地方自治法第

９６条第１項第５号及び四万十町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例第２条の規定に基づき議会の議決を求めるものでございます。ご審議の上、ご決

定を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（宮地章一君） 提出者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 田邊哲夫君。 

○３番（田邊哲夫君） １０６号についてお伺いしたいと思いますが。 

 この議案については、前回、予定価格を上回るということで、再度入札をかけたという

経過があるわけですが、県内の大手さんが参入して、見ると落札率が９１．８９％。大変

これでも高いかどうかわかりませんが、今までの９６、７、８いう点では落札率は低いほ

うに入るわけですが、これは町長、何ゆえに大手さんが入ればこういう形でできる。なか

なか地元ではこの金額ではできんというのは、どう考えたらいいんでしょうかね。ちょっ

と参考に、分かってれば、その内容等が分かれば、教えていただければありがたいなと思
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います。 

○議長（宮地章一君） 管財契約課長仲治幸君。 

○管財契約課長（仲治幸君） すみません。お答えになるかどうかわかりません。私個人

の意見としてお答えをさせていただきたいと思います。 

 地元の業者さんあたりの積算と言いますか、そこのあたり、根拠的に。特に今回はお盆

休みであったということで、各見積もり関係がなかなか集約できなかったという話もいた

だいております。 

 全体的に町外の大手さんが入りますと、いろいろな技術面、資材面、そういったもんで

落札というか、経費の関係で、若干安く落札しても運営が成り立つような仕組みになって

いるんではないかなというふうに、自分なりには想像をしているとこでございます。 

○議長（宮地章一君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより議案第１０６号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１０６号平成２４年度旧打井川小学校校舎耐震補強及び改修工事（建築

主体）請負契約の締結についてを採決します。 

 議案第１０６号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立多数です。賛成者、酒井祥成君、竹内常喜君、林健三君、山

岡義正君、田邊哲夫君、岩井優之介君、岡峯久雄君、吉村アツ子君、下元真之君、中屋康

君、山上利嗣君、緒方正綱君、以上１２名です。したがって、議案第１０６号は原案のと

おり可決されました。 

 本日の会議時間は議事日程の都合により、あらかじめ延長します。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（宮地章一君） 日程第２０ 陳情第２４－１９号町道認定陳情書、日程第２１ 

陳情第２４－２０号町道認定陳情書、日程第２２ 陳情第２４－２１号要望書、日程第２
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３ 陳情第２４－２２号要望書、日程第２４ 陳情第２４－２３号要望書、日程第２５ 

陳情第２４－２４号要望書、以上陳情６議案を一括議題とします。 

 この陳情議案につきましては所管の産業建設常任委員会に付託し、その審査報告書が委

員長より提出されておりますので、その経過及び結果の報告を求めます。 

 産業建設常任委員長堀本伸一君。 

○産業建設常任委員長（堀本伸一君） それでは、今議会で当委員会に付託をされました

陳情を審査しましたので、報告をしたいというふうに思います。 

 四万十町議会議長宮地章一様。産業建設常任委員長堀本伸一。 

 平成２４年９月２１日。 

 陳情審査報告書。 

 本委員会に付託された陳情を審査した結果、次のとおり決定したので、会議規則第９４

第１項の規定により報告をいたします。 

 今回は町道の認定議案であります。 

 受理番号、陳情第２４－１９号。付託年月日、平成２４年９月１２日。 

 件名、町道認定陳情書。 

 審査の結果、採択であります。全員一致。 

 続きまして、陳情第２４－２０号。付託年月日、平成２４年９月１２日。 

 町道認定陳情書。 

 採択であります。全員一致であります。 

 続きまして、陳情第２４－２１号。付託年月日は平成２４年９月１２日。 

 件名は要望書。 

 審査の結果、採択。全員一致であります。 

 陳情第２４－２２号。付託年月日、平成２４年９月１２日。 

 件名、要望書。 

 審査の結果、採択。これも全員一致であります。 

 引き続き、陳情第２４－２３号。付託年月日は平成２４年９月１２日。 

 件名、要望書。 

 審査の結果採択。全員一致であります。 

 受理番号、陳情第２４－２４号。付託年月日は平成２４年９月１２日。 

 件名、要望書。 
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 審査の結果が採択。全員一致であります。 

 続きまして、裏面に委員会が審査をした経過報告書がありますので、順を追って報告を

いたします。 

 件名、町道認定陳情書。西川角であります。 

 現地調査。平成２４年９月１３日。 

 現地協議は地元代表者の説明と、協議を行っております。 

 参考意見として、農地整備に伴い、農道を舗装して生活改善を求めるものであります。 

 なお、道路の底地は町の名義となっておりますというような説明を受けております。 

 委員の意見として、町道認定の基準を満たしているので認定とするべし。 

 以上の内容を参考に、協議をされた委員会の審査をいたしたところであります。 

 審査結果、賛成、全員一致であります。反対意見なし。 

 続きまして、陳情第２４－２０号。 

 件名が町道認定陳情書。これ、若井川であります。 

 現地調査、同じく２４年９月１３日。 

 現地の協議、地元代表の説明、あるいは協議ということであります。 

 委員の意見、農地の基盤整備の農道であり、幅員も確保されております。要望内容は舗

装して生活改善を図ることであり、また、町道認定の基準をすべて満たしているという内

容であります。 

 以上の内容を協議をして、委員会の審査決定をしたことであります。採択であります。

全員一致。反対意見なしであります。 

 続きまして２１号です。 

 件名、要望書。戸川であります。 

 現地調査、平成２４年９月１３日。 

 現地の協議をしております。地元代表者の説明を受け、協議をしております。 

 委員の意見、対象路線が４路線であるが、すべて町道認定の基準を満たしている。これ

まで町道認定にならなかった理由は何かといったような意見が出されております。また、

１路線は既設道路の迂回路線の計画となっております。認定には問題ないが、後に概算で

工事費を示してほしいという内容であります。 

 以上の意見内容を主に協議をした結果、全員で採択をしております。反対意見はありま

せん。 
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 陳情第２４－２２号。 

 件名、要望書。川口。 

 現地調査、平成２４年９月１３日。 

 現地協議、地元代表者の説明、協議。 

 参考意見としては、地元としては町道認定の手続が何らかの理由で遅れてきたという説

明を受けております。 

 委員の意見、道路、一部路面の陥没はあるわけですが、舗装整備もされ、認定基準も満

たしているので、町道認定して対処するべしという意見であります。 

 以上のような意見をもとに審査決定をいたしたところであります。全員一致で採択。反

対意見ありません。 

 陳情第２４－２３号。 

 要望書として、小野地区です。 

 現地調査、同じく平成２４年９月１３日です。 

 現地協議、地元の代表者の説明を受け、協議をしております。 

 参考意見としまして、斜面に点在をする住家の間地はすべて水田であります。雨水や水

田の湧水で日常生活に支障を来している。排水溝、舗装整備の改良を計画するも、地元の

さまざまな事情により手続がこれまで遅れてきたという内容であります。 

 委員の意見として、日常生活に支障を来している。集落の重要な生活道路である。当然

認定基準もクリアしているので、改善を図れという意見をもとに採択したものでありま

す。全員一致であります。反対意見ありません。 

 陳情第２４－２４号。 

 件名、要望書。地吉であります。 

 同じく現地調査は平成２４年９月１３日。 

 現地協議、地元代表者の説明、協議を行っております。 

 参考意見として、対岸線の町道災害時や改良工事のときの迂回路としても重要な役割を

果たしてきている。また、多くの路線に住家があるわけですから、主要な生活道路でもあ

るということであります。 

 委員の意見。説明内容を理解する。現在、維持管理、清掃を集落住人で行っているが、

町道認定をして管理するのは当然の措置であるということであります。また、十和地区に

はまだまだこのような生活道路があると聞く。取組が遅れているのはなぜかといったよう
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な、委員から意見が出されたところであります。 

 以上のような協議をされ、審査決定をしたところであります。全員一致で採択で、反対

意見はありません。 

 以上であります。ご審議を賜り、ご決定をいただけるようにお願いいたします。 

○議長（宮地章一君） 産業建設常任委員長の報告が終わりました。 

 これより産業建設常任委員長の報告について質疑があれば、これを許可します。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより陳情第２４－１９号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２４－１９号町道認定陳情書を採決します。 

 お諮りします。 

 陳情第２４－１９号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ご異議なしと認めます。したがって、陳情第２４－１９号は委員

長報告のとおり採択することに決定いたしました。 

 これより陳情第２４－２０号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２４－２０号町道認定陳情書を採決します。 

 お諮りします。 

 陳情第２４－２０号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ご異議なしと認めます。したがって、陳情第２４－２０号は委員
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長報告のとおり採択することに決定しました。 

 これより陳情第２４－２１号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２４－２１号要望書を採決します。 

 お諮りします。 

 陳情第２４－２１号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ご異議なしと認めます。したがって、陳情第２４－２１号は委員

長報告のとおり採択することに決定しました。 

 これより陳情第２４－２２号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２４－２２号要望書を採決します。 

 お諮りします。 

 陳情第２４－２２号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ご異議なしと認めます。したがって、陳情第２４－２２号は委員

長報告のとおり採択することに決定しました。 

 これより陳情第２４－２３号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２４－２３号要望書を採決します。 

 お諮りします。 
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 陳情第２４－２３号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ご異議なしと認めます。したがって、陳情第２４－２３号は委員

長報告のとおり採択することに決定しました。 

 これより陳情第２４－２４号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２４－２４号要望書を採決します。 

 お諮りします。 

 陳情第２４－２４号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ご異議なしと認めます。したがって、陳情第２４－２４号は委員

長報告のとおり採択することに決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（宮地章一君） 日程第２６ 発委第９号地球温暖化対策に関する「地方財源を確

保・充実する仕組み」の構築を求める意見書、日程第２７ 発委第１０号「南海トラフ巨

大地震対策特別措置法（仮称）の」制定を求める意見書、以上発委２議案を一括議題とし

ます。 

 提出者の趣旨説明を求めます。 

 総務常任委員長橋本保君。 

○総務常任委員長（橋本保君） 発委第９号。 

 平成２４年９月２１日。 

 四万十町議会議長宮地章一様。提出者、総務常任委員長橋本保。 

 地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書。 

 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１０９条第７項及び会議規則第１４第３項の

規定により提出をいたします。 

 地球温暖化に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書であり

ます。詳細はお手元に配付をしておるとおりでありますが、下段について読み上げて提案
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をしたいと思います。 

 二酸化炭素吸収源として最も重要な機能を有する森林の整備・保全等を推進する市町村

の役割を踏まえ、地球温暖化対策のための税の一定割合を、森林面積に応じて譲与する地

方財源を確保・充実する仕組みを早急に構築すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 平成２４年９月２１日。高知県四万十町議会。 

 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、国家戦略担当大臣、農

林水産大臣、環境大臣、経済産業大臣宛てであります。 

 続きまして、発委第１０号であります。 

 平成２４年９月２１日。 

 四万十町議会議長宮地章一様。提出者、総務常任委員長橋本保。 

 「南海トラフ巨大地震対策特別措置法（仮称）」の制定を求める意見書。 

 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１０９条第７項及び会議規則第１４条第３項

の規定により提出をいたします。 

 「南海トラフ巨大地震対策特別措置法（仮称）」の制定を求める意見書。詳細はお手元

に配付をしておるとおりでありますが、下段について読み上げて提案をしたいと思いま

す。 

 １項目目でありますが、観測施設の早期整備及び予知観測体制の充実・強化。 

 ２項目。巨大地震・津波に対応した緊急対策の実施及び財政支援制度の創設。 

 ３項目。巨大地震・津波に対応した地震対策大綱・緊急活動要領の策定であります。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出いたします。 

 平成２４年９月２１日。高知県四万十町議会。 

 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣宛てであります。 

 ご審議をいただいて、ご決定をいただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（宮地章一君） 提出者の趣旨説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 
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 これより発委第９号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発委第９号地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構

築を求める意見書を採決します。 

 発委第９号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、発委第９号は原案のとおり可決され

ました。 

 お諮りします。 

 ただいま発委第９号が議決されました。その内容を損なうことのない範囲において字句

その他整理を要するものにつきましては、その整理権を議長に委任されたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ご異議なしと認めます。したがって、字句その他の整理権を議長

に委任することに決定しました。 

 これより発委第１０号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発委第１０号「南海トラフ巨大地震対策特別措置法（仮称）」の制定を求める

意見書を採決します。 

 発委第１０号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、発委第１０号は原案のとおり可決さ

れました。 

 お諮りします。 
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 ただいま発委第１０号が議決されました。その内容を損なうことのない範囲において字

句その他整理を要するものにつきましては、その整理権を議長に委任されたいと思いま

す。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ご異議なしと認めます。したがって、字句その他の整理権を議長

に委任することに決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（宮地章一君） 日程第２８ 発委第１１号鳥獣被害防止対策の充実を求める意見

書を議題とします。 

 提出者の趣旨説明を求めます。 

 産業建設常任委員長堀本伸一君。 

○産業建設常任委員長（堀本伸一君） 発委第１１号。 

 平成２４年９月２１日。 

 四万十町議会議長宮地章一様。提出者、産業常任委員長堀本伸一。 

 鳥獣被害防止対策の充実を求める意見書。 

 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１０９条第７項及び会議規則第１４条第３項

の規定により提出をいたします。 

 趣旨についてはお手元にお配りの文言のとおりであります。４点の下段を読み上げて、

ご提案をいたします。 

 １番。地方自治体が行う鳥獣被害防止施策に対する財政支援を充実すること。 

 ２として、専門的な知識や経験に立脚した人材の養成を図るとともに、地域の取組に対

する技術指導などを含めた人的支援を強化すること。 

 ３。有害鳥獣の正確な生息数及び生息域の把握をできるように、調査方法を確立するこ

と。 

 ４点目。国を挙げて総合的な被害対策に取り組むこと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出いたします。 

 提出先は衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、農林水産大臣、環境大臣

であります。 

 高知県高岡郡四万十町議会。 
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 以上でありますので、ご審議を賜り、ご決定をいただくようお願いを申し上げます。 

○議長（宮地章一君） 提出者の趣旨説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより発委第１１号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発委第１１号鳥獣被害防止対策の充実を求める意見書を採決します。 

 発委第１１号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、発委第１１号は原案のとおり可決さ

れました。 

 お諮りします。 

 ただいま発委第１１号が議決されました。その内容を損なうことにない範囲において字

句その他整理を要するものにつきましては、その整理権を議長に委任されたいと思いま

す。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ご異議なしと認めます。したがって、字句その他の整理権を議長

に委任することに決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（宮地章一君） 日程第２９ 発委第１２号議員派遣の件についてを議題としま

す。 

 議会運営委員長山岡義正君から地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１２２条

並びに会議規則第１４条第３項の規定により提出されております。 
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 提出者の趣旨説明を求めます。 

 議会運営委員長山岡義正君。 

○議会運営委員長（山岡義正君） それでは、議員派遣についてご提案申し上げます。 

 発委第１２号。 

 平成２４年９月２１日。 

 四万十町議会議長宮地章一様。四万十町議会議会運営委員長山岡義正。 

 議員派遣の件について。 

 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１０９条の２第５項及び会議規則第１４条第

３項の規定により提出をいたします。 

 議員派遣の件。 

 平成２４年９月２１日。 

 地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１２２条の規定により、次のとおり議員

を派遣いたします。 

 平成２４年度四国四県町村長・議長大会。 

 目的は文面をもって提案させていただきたいと思います。読み上げは省略させていただ

きます。 

 期日は平成２４年９月２７日。 

 場所は愛媛県。 

 派遣議員は議長となっております。 

 トップセミナー。 

 目的は文章のとおりでございます。 

 期日は平成２４年１０月２６日。 

 場所は高知県民文化ホール、グリーンホールでございます。 

 派遣議員は正・副議長、各常任委員長、議会運営委員長となっております。 

 第７７回町村議会広報研修会。 

 目的は省略させてもらいます。 

 期日は平成２４年１０月２９日より３０日まででございます。 

 場所は東京都、シェーンバッハ・サボーでございます。 

 派遣議員は広報・広聴、常任委員長並びに常任副委員長でございます。 

 第５３回四国地区町村議会議長会研修会。 
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 目的は省略させてもらいます。 

 期日は平成２４年１１月６日。 

 場所は香川県、アルファあなぶきホールでございます。 

 派遣議員は正・副議長となっております。 

 県選出国会議員と町村議会議長との政策懇談会及び意見交換会でございます。 

 目的は省略させてもらいます。 

 期日は平成２４年１１月１３日。 

 場所は東京都。 

 派遣議員は議長となっております。 

 この県選出国会議員と並行して、翌日になりますが、町村議会議長全国大会がございま

す。 

 目的は文面のとおりでございます。 

 期日は平成２４年１１月１４日より１５日までとなっております。 

 場所は東京都でございます。 

 派遣議員は議長でございます。 

 平成２４年度四万十町展でございます。 

 目的は省略させてもらいます。 

 期日は平成２４年１１月２３日より２４日までとなっております。 

 場所は東京都。 

 派遣議員は副議長、岩井優之介議員、吉村アツ子議員。 

 以上でございます。 

○議長（宮地章一君） 趣旨説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより発委第１２号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（宮地章一君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発委１２号議員派遣の件についてを採決します。 

 発委第１２号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（宮地章一君） 起立全員です。したがって、発委第１２号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（宮地章一君） 日程第３０ 閉会中の継続審査・調査申し出についてを議題とし

ます。 

 産業建設常任委員長、四万十町議会四万十川の再生と保全に関する調査特別委員長から

委員会、特別委員会において審査、調査中の事件及び各常任委員長と議会運営委員長から

各常任委員会と議会運営委員会において審査・調査中の事件並びに所管事務の調査事項に

ついて、会議規則第７５条の規定によりお手元に配付しております申し出書のとおり、閉

会中の継続審査・調査の申し出があっております。 

 お諮りします。 

 産業建設常任委員長、四万十町議会四万十川の再生と保全に関する調査特別委員長及び

各常任委員長と議会運営委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査・調査とするこ

とにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮地章一君） ご異議なしと認めます。したがって、産業建設常任委員長、四万

十町議会四万十川の再生と保全に関する調査特別委員長及び各常任委員長と議会運営委員

長から申し出のとおり、閉会中の継続審・調査とすることに決定しました。 

 休憩します。 

            午後５時１９分 休憩 

            午後５時２６分 再開 

○議長（宮地章一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これで本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 平成２４年第３回四万十町議会定例会を閉会します。 
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            午後５時２６分 閉会 
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